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プロローグ








　リュクサンド国の辺境にあるミレヌ山脈の谷あいに、小さな村があった。周囲を木々に囲まれた家が点在している。坂道が多く、小高い丘の上には土壁の家が一つだけ建っていた。

　ある日の昼下がり、すやすやと眠っている赤ん坊をおんぶしている女性がその坂を上りきり、一軒家の前でふうと一息ついて、立ち止まった。

「フェリシエンヌ。薬をもらいに来たんだけど、今いい？」

　女性が戸口で声をかけると、中から応答する声が聞こえ、しばらくすると今にも蝶番が外れそうな古びた扉が開いた。

「こんにちは。どうぞ入ってください」

　中から顔を出したのは、鮮やかな赤い髪を一つに編んで胸の前に垂らした女性だった。くるみのように大きな瞳は明るい緑色で、弧を描く唇は薔薇のように可憐だ。

　着古したワンピースの上に身に着けている白いエプロンは、ところどころ草木の汁の色がついていたが、洗濯をしても落ちないのでそのままになっている。

「どんなお薬が必要ですか？」

　フェリシエンヌ・アポリネールは、洗ったばかりの手をエプロンで拭いながら笑顔を返した。

「それが、うちのひと、ゆうべお酒を飲みすぎちゃって、頭が痛くて仕事にならないみたいなの。まったく、こっちは夜中もこの子に起こされて寝不足だっていうのに」

　呆れて肩をすくめる女性は、そばかすだらけの頬をぷくっと膨らませ、背中に背負った赤子をちらりと見やって苦笑する。

「それでわざわざ赤ちゃんをおんぶして、ここまで……優しいですね」

「ちがう、ちがう。体を動かしてくれないとこっちも生活がかかっているから」

　手を振って答える女性だったが、恥ずかしそうに唇を尖らせる様子は、本気で不満に思っているわけではなさそうだ。昨年夫婦になったばかりの年下の二人は、いつも仲がいい。腐れ縁なだけだと主張するが、ただのかわいい意地っ張りであることはフェリシエンヌから見ても明白だった。

「頭痛に効く薬ですね。煎じて粉にしているものがありますから、今持って──」

「あ」

　フェリシエンヌが踵を返そうとすると、女性がぽかんと口を開き、瞳を丸くする。

　その視線を追ってフェリシエンヌが振り返ると、そこには柱の陰からちょこんと銀色の頭が出ていた。ガラス玉のように澄んだ青い瞳が、不安そうにフェリシエンヌを見上げている。

「アズール。お昼寝から起きちゃったのね。お客さまにご挨拶は？」

　フェリシエンヌが促すと、アズールはおずおずと女性の前に姿を見せ、「こんにちは」とはにかんでみせた。

「……かっ、かわいい。今日は狼の姿じゃないのね」

　あまりにもかわいらしい笑顔に大きな声を上げそうになるのをこらえるように、女性は口元を手で覆う。

「先日は急に声をかけられたので、びっくりして獣化してしまっただけですよ」

　フェリシエンヌは苦笑して、アズールのサラサラの髪の毛を撫でた。

　くすぐったそうにくすくすと笑う幼子の様子は、天使のようにかわいらしい。

　月の色を溶かしたような髪色と空色の瞳は、一見するとフェリシエンヌには似ていない。父親にとても似ているが、それは彼女の心に留めていた。

「こんなにかわいいのに、外に出られないなんてね」

　女性は軽くため息をつく。

「獣人ってだけで、村のみんなこわがっちゃって。フェリシエンヌにはいい薬を調合してもらって恩があるっていうのに」

「いいんです。なかなか人の価値観って変わらないものでしょう。恩があるのは私も同じですから。見ず知らずの私をここに置いてくれて」

「それだってもう五年……になるでしょ？」

　女性は指を折りながら首を傾げた。

「ええ。ですけど、家を空けられない私の代わりに、大きな町まで薬を売りに行ってくれて助かっていますし」

　フェリシエンヌは、奥の作業場に目を転じた。

「あ。そうだ、頭痛の薬でしたね。今用意します」

　戸口から作業台までは数歩の距離しかない。籐を編んだのれんで仕切りがあるだけで、ほとんど一間といってもいい家だ。そこかしこに薬草やハーブが干され、乾燥した独特の香りが部屋に漂っている。

　フェリシエンヌにとって、住む場所があるだけでも大助かりだ。

「アズールくん、こっちにおいで。ふかした芋持ってきたの。食べない？」

　女性が手提げから、さらしに包んだものを取り出すと、アズールはそれとフェリシエンヌを交互に見た。

「大丈夫よ。もらっておいで」

　フェリシエンヌは、アズールの肩をポンと軽くたたいた。

　すると小さな男の子はとてとてと裸足のまま土の上を歩いていって、女性の前で立ち止まった。

「はい、どうぞ」

　少しがたつく木のテーブルの上にふかし芋の包みを広げた女性は、アズールを抱き上げると椅子に座らせてくれた。

　芋にかぶりつくアズールを見やってから、フェリシエンヌは薬の量を測り、一回分に分けたものを紙に包んでいく。

「こんなにいい子なのに……まったく、父親はひどい奴よね。だから獣人はだめだって言われ──」

「何度もお話していますけど、それは違うんです」

　フェリシエンヌは薬を包む手を止めて、彼女の言葉を遮った。

「今の道を選んだのは私です。あの方は何も悪くありません」

　迷いのないまっすぐな瞳を女性に向け、柔らかく微笑む。

　獣人が見境なく女を手籠めにするという先入観は、悲しいことに国中どこへ行っても同じだ。いくら誤解だと説明しようとしても、悪人を庇う必要はないと言われてしまう。

　フェリシエンヌが新たな命を授かっていることに気づいたのは、五年前。

　薬師として勤めていた王宮を飛び出し、ひと月以上かけてこの村に着いてからだ。

　思い当たる相手は一人しかいない、この国の王太子であるクロヴィス・シャルル・リュクサンドだ。彼は狼獣人の血を引いているが、そのことは世間に伏せられている。

　ずっと想いを寄せながらも、平民である自分にはつり合いの取れない高貴な身分の人物。彼と肉体関係を持ってしまったのは予期せぬ事故ともいえる状況だったが、フェリシエンヌにとっては幸せなひと時だった。

　王族の血を引く子を産んだら、クロヴィスに迷惑がかかるかもしれない。とはいえ、フェリシエンヌさえ父親を明らかにしなければ、誰も気づかないのではないか。ひどく悩んだが、愛し合った一夜を夢で終わらせたくなくて、一人で産み育てる決心をした。

　狼の姿で生まれてきたアズールを見た時は、本当に彼の子なのだとわかって嬉しくて涙が止まらなかった。

　王太子が獣人だとは知らない村の人々は、子の父親が行きずりの獣人なのだと結論付けている。フェリシエンヌが相手のことを話そうとしないのも、そのためだったのだと深い同情を寄せた。

　だがアズールが成長するにつれ、幼児とはいえ獣人が村をうろつくのはこわいから、家から出さないでくれと懇願されてしまった。外で遊びたいと泣き出すアズールに、体が弱くて熱を出しやすいから家の中にいなさいと嘘をついてなだめるのが一番つらい。

（でも、どこにも行く所がない私を置いてくれているんだし、多少の不便は我慢しないとね）

　アズールがもう少し大きくなったら、ここを離れて、獣人に寛容な土地を探すのもいいかもしれないと小さなため息をつく。

　フェリシエンヌは薬袋を女性に手渡した。

「お代はいいです。早くご主人に薬を飲ませてあげてください」

「ごめんなさい、フェリシエンヌ。そういうつもりじゃなかったの。あなたと所帯を持ちたいって男が結構いるのに、もったいないと思って……」

　フェリシエンヌと結婚したい、だが獣人であるアズールが一緒では難しいというのが彼らの言い分だった。

　一人よりも二人の方が、暮らし向きが楽になるのはわかっている。しかし、もしアズールも一緒でいいからと言ってくれる人が現れたとしても、フェリシエンヌは首を縦に振るつもりはなかった。

「お気持ちだけで十分です。さあ、行ってください。赤ちゃんが起きちゃいますよ」

　フェリシエンヌはゆるゆると首を左右に振ると、帰っていく女性の後ろ姿を見送る。

　それから気を取り直すように一息ついて、アズールの為に水がめから水を汲んだ時だった。

「……何か、くるよ」

　アズールが突然ぴょんと椅子から飛び降りて、フェリシエンヌの足元にしがみついてきた。

「え？　何……？」

　何も聞こえないフェリシエンヌの耳にも、やがてかすかに地面を揺らすような荒々しい音が遠くからやってくるのが届いた。

「馬……？」

　地面を蹴る蹄の音だ、それも複数。どうやらこちらに近づいてきているらしい。

　こんな辺境の村に、騎乗した者がいったいなんの用があるというのか。

　胸がざわついて、フェリシエンヌはアズールを抱き上げた。我が子を部屋の隅に座らせると、頭からすっぽりと毛織の毛布をかけてその身を隠した。

「声を出しちゃだめよ」

　フェリシエンヌがそう言って戸口へ様子を見ようと立ち上がったのと、背の高い人影が家の中に入ってくるのは同時だった。

　逆光で顔がよく見えないが、上等な漆黒の上着に深紅の外套を羽織っている。その外套を肩で留めている金具に刻まれた紋章には見覚えがあった。

　──薔薇と剣。

　フェリシエンヌは呼吸をするのも忘れて、その場に立ち尽くしていた。

　対峙する相手も息を呑むのがわかった。

　しかし躊躇したのはその一瞬だけで、青年はまっすぐにこちらに向かってくる。

「フェリ！」

　五年という月日が、たった数歩でつながった瞬間だった。

「クロヴィス……殿下……？」

　痛いほど抱きしめられ、吸い込んだ匂いが懐かしくて、たちまち熱いものがこみあげてくる。

　追いかけてきてくれたら、見つけてくれたら──

　何度もそう期待しながら、クロヴィスには身分の釣り合う相手と結ばれてほしいと涙を呑んだ夜はどれほどになるだろう。

　宮殿を出て三日、一週間、ひと月と、もう数えるのがつらくなって、考えないようにしてきた。それから五年──。

　きっぱり忘れようと思っても、クロヴィスへの思慕は深くなるばかりで。

「どうして──」

　フェリシエンヌは声を震わせ、おそるおそる顔を上げた。

「やっと見つけた、フェリ」

　彼は最後に会った時よりもずっと精悍な面立ちをくしゃくしゃに歪ませ、抱きしめる腕に力を籠める。

　そのたくましい腕の中で目を閉じれば、フェリシエンヌの意識はたちまち五年前のあの日──クロヴィスが正式に王太子になった日へと戻っていった。







第一章 甘い夢を胸に閉じ込めて








　フェリシエンヌは、リュクサンド国の王宮薬師だった。

　そこで働いて五年が経ったある春の日、クロヴィス・シャルル・リュクサンド王子が、正式に第一王位継承者として指名される叙任式が開かれたのだ。

　叙任式は王宮の広い庭園で執り行われ、フェリシエンヌは同僚の薬師たち数人とともにその様子を見守っていた。彼女のエメラルドのような澄んだ瞳には、銀髪の青年──クロヴィスの姿が映る。

　漆黒を基調とした詰襟の礼装に身を包み、肩から深紅のサッシュをかけたクロヴィスが、彼の父であるリュクサンド国王の前にひざまずいた。

　その銀髪の上に、ダイヤモンドや金で装飾された冠が厳かに載せられ、春の日差しを力強く弾く。冠には繊細な薔薇と二本の剣が交差する王家の紋章が刻まれていた。

　その瞬間、彼の身が小さく震えたようにも見え、フェリシエンヌは胸の前で両手を組む。

（クロヴィス殿下、頑張って）

　五年前に出会った頃はつらいことがあると、すぐに音を上げてフェリシエンヌに泣きついてきた。だが、彼は努力を重ね、誰が見てもリュクサンド国の将来を担える立派な王子になっている。あなたならきっとできる、と心の中で彼を励ましながら、祈るような思いで視線を送った。

　冠を戴いた彼の表情は硬かった。かなり緊張しているのだろう。

　凛々しい眉の下、切れ長の青い瞳はまっすぐに目の前の父王を見据えている。

　陶器のようにすべらかな白い頬、形のいい鼻梁、きりっと結ばれた口元のどれもが、これから増える公務で顔を合わせることになる人間の多くを魅了するに違いない。

「クロヴィス殿下が獣人だと世間に知れたら、大混乱になるだろうな」

　そばにいたフェリシエンヌの同僚の男が、皮肉めいた口調でこっそりと呟いた。

「しっ。どこで誰が聞いているかわからないのだ。不用意な発言は慎みなさい」

　彼を咎めたのは隣に立つ壮年の男性で、フェリシエンヌたち王宮薬師を束ねている薬師長だ。

　『獣人』とは、人間と獣のどちらにも姿を変えられる者のことだ。発祥は不明だが、この国にも一定数存在している。獣人が親の場合、その子供も獣人である確率の方が高いが、まれにただの人間が生まれることもある。

　『獣人』は獣の姿になっても人間としての自我を保ち、人間の言語を発することができるが、理性が利かずに本能のまま行動することも多々あり、問題を起こすので厄介な存在として人々から敬遠されていた。

　王家の威信のため、クロヴィスが狼獣人であることは、王宮の中でも要職の大臣、そして王宮医師ならびに薬師や近衛兵の一部など限られた職務の人間しか知らない。

　万が一、彼の獣化が始まる兆候が見られたらすぐに対処できるようにと、国王からの命を受け、王宮薬師の代表として彼女たちはこの場に同席しているのだ。

「そうですよ。クロヴィス殿下に失礼です」

　フェリシエンヌも薬師長を援護する。

「はは、ムキになってる。フェリシエンヌは殿下のお気に入りだから」

　同僚は軽口を飛ばした。

「ああ。でも残念だったな。王太子になられた今後は、妃選びが本格的に始まる。ここ最近、薬師の研究室においでになられなくなったのも、そのためだろう」

　もう一人の同僚が面白おかしくそれに返答する。

「会うたび、フェリシエンヌのことを『かわいい』とか『好きだ』とかおっしゃっていたのに？」

「それは殿下の挨拶みたいなものです」

　フェリシエンヌは同僚に向かって軽くため息をつく。

　特別にかわいいとは、フェリシエンヌ自身は思っていない。クロヴィスは同世代の女性と会う機会が少ないから、なんとなく一番近くにいるフェリシエンヌに愛着を抱いているだけなのだろう。

「最有力は、外交大臣であるドラノエ公爵閣下の一人娘らしいぞ」

　同僚はそう言って、肝心の娘は殿下が獣人であることは知らないらしいが、と付け加えた。

　自分たちに関係のない噂話は、娯楽の一種なのだろう。不測の事態に備えてここに呼ばれているというのに、なんと不謹慎なのかとフェリシエンヌは眉をひそめた。

「フェリシエンヌも、貴族に生まれていればよかったのにな」

　同僚たちがこちらに気の毒そうな視線を送ってきて、胸の辺りに何かすっきりしないものを感じる。

「別に私は貴族になんて──」

「静粛に」

　かぁっと頬を染めて声が大きくなりそうになった瞬間に薬師長から睨まれ、フェリシエンヌは言葉を呑み込んだ。

　同僚の男たちは肩を小さくすくめて、すまし顔に戻る。

（貴族に生まれていたらなんだというの？　私は、薬師として殿下を支えることができれば十分よ……）

　モヤモヤする胸を押さえて、目線をクロヴィスの方に戻した。

　──獣人は粗暴で醜く理性が利かない。

　残念ながら世間での認識は昔から変わっていない。罪を犯して投獄される者の中に獣人が多いというのも、また事実だからだ。

　現国王夫妻は獣人ではない。だが世代を遡って獣人の血を引いている人間が存在していた場合、その影響を子孫が受けることがあるという。重鎮たちの話し合いの結果、おそらく王妃の家系に獣人がいたのだろうということになった。だが、それでもクロヴィスが獣人であることは事実で、王妃は責任を感じて気を病んでしまった。

　しかも夫妻はクロヴィス誕生以降、第二子には恵まれなかったため、やむを得ず彼が病弱で人前に姿を見せることができないとし、国中から腕のいい医者や薬師を雇った。なんとしてでも獣化を抑制する治療法を見つけさせるためだ。

　狼の姿で生まれてきたクロヴィスは、赤ん坊の頃から人間の姿でいる方が多かったが、自らの意思に関係なく突然獣化する。そんな彼は生まれて半年もたたない頃から、離宮に隔離された。今でも彼はそこで生活しているが、立太子し、公務も増えることで、今後は王宮内に居室を移すことが決まっている。

　普通の赤ん坊でも大人の言う通りにならないことは当然のことだったが、獣の姿になった時のクロヴィスは、走り回る、泣き喚く、噛みつくと、かなり手が付けられない状態だったらしい。

　やがて精鋭の薬師たちが、獣化を抑制する薬を調合することに成功した。だが、いやがるクロヴィスを押さえつけ、薬を飲ませるという作業はやっかいな仕事だった。その工程で、嚙まれたり、引っかかれたりして生傷が絶えないので、自然と彼との関わりは疎ましがられるようになる。

　クロヴィスが獣化するのを抑える薬を飲ませる重要な仕事が、王宮薬師としてまだ新米だったフェリシエンヌに回ってきたのも、それをいやがった同僚から押し付けられたからだった。

『獣人って、見境なく女を襲って手籠めにするらしいの。私もそろそろ結婚を考えたい相手がいるし、間違いがあったら面倒なことになるでしょ？』

　同僚の女性は悪びれる様子もなく言い、こちらに薬を渡してくる。

　フェリシエンヌなら襲われてもいいのかと聞き返したかったが、先輩には逆らえず、薬を手にクロヴィスが暮らしているという離宮に向かった。

　彼女は幼い頃、旅の薬師を生業にしていた育ての親に連れられ、いろいろな町を巡ってきている。その中で獣人と呼ばれる者たちも見てきた。

　全員が一様に乱暴者かというとそうではない。だから獣人を即悪者だと決めつけるのはよくない、というのがフェリシエンヌの持論だ。

　クロヴィスも例外ではない。薬を持っていった時、彼はすべてを拒絶するような瞳で睨みつけてきた。牙を剥き、爪を立てる様子は恐ろしい獣そのものなのかもしれない。

　だが、その体が小さく震えていることにフェリシエンヌは気づいた。彼は訳もわからないまま閉じ込められ、得体の知れない薬液を無理やり飲まされ、おびえているのではないか。自身を守ろうと孤軍奮闘しているだけであって、威嚇する姿勢も、精一杯の強がりなのでは、と。

　その証拠に、フェリシエンヌが近づこうとしなければ飛びかかってくることもない。ベッドの上で毛を逆立てているだけだ。彼女は時間をかけて彼に話しかけ続けた。今日の天気、好きな食べ物は何か、困っていることがあれば教えてほしい。そうやって根気強く接する様子に、最初は戸惑っていたクロヴィスだが、彼女の態度が偽りではないことを知ると、彼は少しずつフェリシエンヌだけに心を開くようになった。

　当時のクロヴィスは、フェリシエンヌよりも二つ年下の十五歳のはずだったが、満足な教育や日常生活を送れず、実年齢よりも幼く、まだ十にも満たない子供のように見えた。

　寂しがり屋で甘えん坊、なおかつ泣き虫なところもあり、身寄りのないフェリシエンヌにとっては、かわいい弟ができたようで嬉しかった。

　薬師がそばにいれば大丈夫だろうと少しの時間だけ離宮の外へ出る許可が国王から下り、一緒に散歩をしたり、遊び相手になったりもした。

　獣化抑制剤の改良もフェリシエンヌの提案で進められ、味や効能時間の改善が順調に進む。クロヴィスは朝に一度薬を服用すれば、ひどい緊張状態など感情を大きく左右されない限り、夜まで人型を保てるようになった。

　少しずつ基礎座学に加え、マナーや帝王学も学ぶようになり、騎士団に交じって剣の鍛錬を積む王子は、立派な王位継承者として育っているように人々の目には映っただろう。

　今、目の前にいるクロヴィスは深紅のマントを身に着け、腰には儀式用の装飾された剣を帯刀している。

（すっかり一人前ね）

　痩せて小柄だったクロヴィスは、規則正しい生活を送るようになってからフェリシエンヌの身長をぐんぐん追い越し、転びそうになった彼女を抱きかかえてお姫様抱っこをしてくれるまで力がついた。

（よかった。私がいなくても、もう大丈夫そう）

　フェリシエンヌは思いとは裏腹に寂しそうに笑う。

　出会った頃は、いつもフェリシエンヌにしがみついて離れなかった。少しずつ貴族としての立ち振る舞いを覚えてもらったが、誰もいない所ではフェリシエンヌに弱音を吐いたり甘えてきたりしていた。

　だが、ここひと月ほどは素っ気なく、二人でいる時もあからさまに目を逸らされてしまう。

　はじめは叙任式の準備や段取りの確認で忙しく、気を張っているのかと思った。だが、正式に王太子になれば、妃選びが本格化するだろうという同僚の言葉に合点がいく。

　妃を娶るというなら、フェリシエンヌの存在は不要だ。毎朝薬を届けるために夫婦の寝室を訪れる無粋な真似は彼女自身もしたくない。

（きっと素敵な人を選ぶんでしょうね）

　春風がフェリシエンヌのスカートの裾をはためかせる。王宮薬師の仕事着でなんの飾り気もない地味な浅葱色のエプロンドレスだ。普段、一つに結んでいるだけの赤毛も今日は三つ編みにして胸の前に垂らしているが、おしゃれとは言いがたい。

　クロヴィスの隣に立つ女性は、華やかで優しい人がいい。そんな素晴らしい相手と巡り合えば、彼が常々フェリシエンヌに対して口にしている『好き』とは別の意味の『好き』という感情があることを覚えるだろう。

（私が、殿下を想っていると気づいた時みたいに）

　ちくりと痛んだ左胸をそっと押さえる。

　輝かしい成長をそばで見てきて、惹かれないわけがない。しかしながらフェリシエンヌがどれだけ彼を想っても、平民の自分の手の届かないところにいるのだ。

　せめてクロヴィスの幸せを祈ろうと、フェリシエンヌは他の参列者とともに懸命に拍手を送った。

　今年で二十歳を迎えたクロヴィスが正当な王位継承者となるための叙任式は、つつがなく終了した。





※






　フェリシエンヌは儀式の最後まで出番がこなかったことに安堵し、宮殿の敷地内にある薬師の研究室と温室を兼ねた建物に戻って一息つく。

　ここは離宮がある庭園の反対側の小さな庭の中にあった。

「じゃあ、お疲れさまでした」

「ええ。また明日」

　日が暮れ始め、同僚たちが自宅のある王都へ帰っていく中、フェリシエンヌはほうきを片手に笑顔で彼らを見送った。

　宮殿には夜間に体調が悪くなった者への対応の為、薬師が一人残ることになっている。今夜はフェリシエンヌの当番の日だった。

　治癒室の掃除を済ませ、机の上のランプに火を灯したフェリシエンヌの耳に、扉をノックする音が入った。

「はい」

　返事をしながら、ほうきを長机に立てかけ、応対に向かう。

「夜分に申し訳ありません。本日、港で見つけた密輸船の荷物の中に紛れていた物なのですが、この花が何かご存じでしょうか？」

　扉を開けた先に立っていたのは城の衛兵で、彼の手には純白のつぼみをつけた花の束が握られていた。全部で四、五輪はありそうだ。

　直接手が触れないように手元は紙で包んである。

　つぼみは長細く、先はつんと尖っていた。葉や茎は緑色で、一見ただのユリ科の植物にも見える。

「これが、密輸船の荷物の中に？」

　植物を受け取ったフェリシエンヌは首を傾げた。

「ええ。念の為、鑑定をお願いします」

　植物の中には、体に害を及ぼすものがある。うっかり荷物に紛れてしまった可能性もあるが、悪意でわざと混ぜられたものならば警戒しなくてはならない。

　普段からさまざまな植物にも精通している薬師のもとへ、こういった植物が持ち込まれることは今までも何度かあり、珍しいことではなかった。

「わかりました。見たところユリの一種かと思いますが、明日皆さんとも話してみます。一晩お預かりいたしますね」

「ありがとうございます。では、失礼いたします」

　衛兵は肩の荷が下りてホッとしたように笑みを浮かべると、一礼して去っていった。

「さて……何かいい薬効があればいいわね。夕飯を食べてからゆっくり観察しましょうか」

　つぼみの近くで慎重に手のひらを顔に寄せるように振ると、かすかに甘い香りが漂ってきた。

「何かしら？　香料？」

　ユリのものとは違うが、悪い匂いではない。咲けばもっとはっきりとわかるだろうが、つぼみは固く閉じられていて今すぐ花弁が開く様子は見られなかった。

　薬の精製用に用意していた地下水を花瓶に少し汲み、そこへ植物を生ける。

「これでよし。そろそろご飯を食べに行こうかな」

　両腕を天井に向かって大きく伸ばしたフェリシエンヌは、ふっと力を抜いて部屋を出た。

　まっすぐ食堂へ行って夕食を摂り、再び研究室に戻ってくる。

　ついでにもらってきた熱い湯が入った水がめを、火傷しないように気をつけながら仮眠室の床に置いた桶に移し、水で温度を調整した。当直も数えきれないほど経験しているのでもうお手の物だ。

　素早く服を脱いで、丁寧に体を拭いていく。

「今夜はちょっと冷えるわね」

　少しずつ季節は進んでいた。この冬が来たらフェリシエンヌは二十三歳になる。世間的にはすでに結婚してもおかしくない年齢だ。

　ここで働く薬師の中にも女性は在籍しているが、そのほとんどは既婚者である。子供もいて、かわいいのと大変なのと両方の話を聞いていた。

「私もいつかは結婚できるかしら……」

　これまで一度も男性からの誘いを受けたことはない。王宮で働く独身男性はわりと多いのだが、残念ながらフェリシエンヌには女性としての魅力がないということなのだろう。

（クロヴィス殿下が私をかわいいとか好きだとか言ってくれるのって、もしかして慰めてくれているつもりなのかもしれないわね）

　彼の優しさを再確認して微笑んだフェリシエンヌは、茜色の髪の毛を解き、絞った布で丹念に長い髪の束を押し拭く。

　それから新しい仕事着に袖を通した。いつ呼び出しがかかるかわからないので、仮眠中もこのままの格好で休むことにしている。髪は呼ばれてからでもすぐに結べるので、気持ちを休めるためにも解いたままにしていた。

「植物図鑑は……これね」

　仮眠室を出て、ランプの橙色の明かりに照らされた治癒室に戻り、棚に並んでいる厚い背表紙の本を一冊抜き取る。

　フェリシエンヌは治療や研究に使っている長机の椅子を引くと、本棚を背にして腰かけた。それから花瓶を目の前まで引き寄せ、図鑑に載っている植物の絵と預かった花を見比べる。

「子供の頃から各地でいろいろ見てきたけど、どの花とも違うような……。国外のものなのかしら？」

　読み進めていくうち、似た花はあれど、葉の形が違っていたり、開花時期がまったく別だったりと、これだというものはなかなか見つからない。

　時間が経つのも忘れ、先人たちが残してきた貴重な資料を読み進めるのに没頭していると、再び扉をノックする音が聞こえた。

「はい、どうぞ。あの、まだどの花か判明していなくて──」

　さきほどの衛兵かと思い、本から目を離さずに答えると、硬質な足音がこちらにまっすぐに近づいてくる。

「フェリ！」

　予想に反して明るく澄みきった声が、フェリシエンヌの耳に飛び込んできた。

「クロヴィス殿下!?」

　ハッと顔を上げて立ち上がると、長机を回り込んでクロヴィスがそばへやってくるところだった。

　フェリシエンヌが当直勤務の時、彼は時々顔を見せにやってくる。そうして甘い菓子を差し入れてくれたり、眠くなるまで話し相手になってほしいと言ったり、満足したら離宮へ戻っていくのだ。

　今夜も、いつもと同じようにフェリシエンヌの隣の椅子を引いて腰かける。

「久しぶりに来たけど、変わってないなあ」

　クロヴィスは嬉しそうに長机を掌で撫でた。

「主役が席を外していいんですか？　それとも、何かお薬が必要でしょうか？」

　彼が身に着けているのは、叙任式の時とは違う白を基調とした礼服で、煌びやかな装飾がいくつも施されている。クラヴァットタイを留めるピンには大ぶりのガーネットがあしらわれていた。金のボタンには王家の紋章が刻まれている。

　それに負けないほどの高貴な雰囲気は、生まれ持った才だ。涼しい顔で首を傾ければ、絹糸のような銀の髪がさらりと揺れる。

　おそらく晩餐会の途中で抜け出してきた、といったところだろう。

　普段のシンプルな服装とは違うせいなのか、彼の姿がやけに眩しく見えてドキドキしてきた。

（照明は変えていないわよね？）

　動揺を悟られないように、目線を顔から少し下にずらし、銀糸を織り込んだ薄青のクラヴァットタイの部分を見つめるようにする。

「フェリに会いたくて」

　蠱惑的な海色の瞳を細め、クロヴィスはフェリシエンヌの顔を覗き込んできた。

「な、何を言って──」

　かあっと頬が熱くなり、フェリシエンヌはそれを隠すように俯いた。普段なら軽く受け流せる言葉が今夜はやけに胸に絡みつく。

（昼間、あんな話をしたから……）

　同僚に、クロヴィスのお気に入りだとか貴族の娘だったらよかったのにと言われたことで、少し気持ちが上ずってしまう。王族が平民を伴侶に選ぶことなどおとぎ話の世界だけだ。余計な期待をしてはいけない。

　だが、最近あまり話ができていなかったので、彼がわざわざ会いに来てくれたのは、素直に嬉しかった。

「ちゃんと退席の挨拶はしてきた。父も承諾済みだ。薬が突然切れでもしたら困ると思ったんだろ」

　クロヴィスは唇を歪め、フェリシエンヌから目を逸らして寂しそうに笑う。

　子供の頃より獣化の頻度は減ったが、あいかわらずクロヴィスは離宮での生活を余儀なくされていた。あの頃と大きく違うのは、外からの鍵がなくなり、彼自身が自由に外へ出られるようになったことだ。

　ただ、両親との関係は、いまだに距離を置いたままらしい。

（自分をないがしろにしてきた人たちを親と敬うのは難しいことよね。陛下も、もっとクロヴィス殿下を信じてくださればいいのに……）

　フェリシエンヌの養い親は、彼女のことを実子のようにかわいがってくれた。たとえ血が繋がっていなくても彼らとは深い絆で結ばれた家族だと言い切れる。

　何かきっかけさえあれば互いに歩み寄れるのではと思ったが、残念ながらいい考えは浮かばなかった。

　長机を見つめるクロヴィスの瞳に、橙色のランプの明りがゆらゆらと揺れ光っている。

　彼を励ますための言葉を考えるが、どれも薄っぺらいもののように感じて、フェリシエンヌは歯がゆい思いで膝の上で手をきつく握り込んだ。

「今日はどうだった？　俺、ちゃんと普通の人間と変わらないように見えた？」

　ふいにクロヴィスがフェリシエンヌの方に視線を戻す。

　儀式の最中の凛々しい表情とは正反対で、自信がなさそうに背を丸め、上目遣いでフェリシエンヌに尋ねてきた。眉を八の字に曲げ、縋りつくような切ない瞳は昔から困った時にする癖で、決して人前では見せないけれどフェリシエンヌだけにはさらけ出してくれる。それが変わっていなくて、胸を掴まれるような思いだった。

「とてもご立派でしたよ。皆さんも感激してました」

「ああ、よかった。フェリも見惚れてくれた？」

　ホッと胸を撫で下ろしたクロヴィスは、にこりと人懐こい笑みを浮かべる。

「ええ。ですからご立派だと申し上げましたよ」

　幼子の成長を褒めるように、フェリシエンヌは柔らかい口調で答えた。

　見惚れるどころか、惚れ直したとは、恥ずかしいので口が裂けても言えない。

「フェリ。俺、真剣に聞いているんだけど」

　クロヴィスは、椅子に座り直して不満そうに頬を膨らませた。

「私も真面目に答えていますけど？」

　フェリシエンヌは平常心を保って、笑顔を作る。

　彼が公の場で見せる真剣な表情も素敵だが、今のように時々子供っぽい態度に戻る瞬間が好きだ。

　だがこれ以上そばにいると、離れがたくなってしまう。

　フェリシエンヌは、迷いを断ち切るように本をぱたんと閉じた。

「それより、明日から早速公務が入っているのではありませんか？　今夜はもうお休みになった方がいいですよ。私も調べ物はこの辺りにして──」

　本を持って立ち上がり、それを本棚に戻すが、背後からすっと影が落ちてフェリシエンヌは言葉を切った。

「フェリ。何回でも言う──好きだよ」

　耳元で低音の甘い声が響いて、フェリシエンヌは硬直した。

　実際に後ろからぎゅっと抱きしめられて、身動きが取れない。

「で、殿下……？」

　フェリシエンヌの新緑色の瞳がまん丸に開き、心臓が痛いほど高鳴りだした。

　さらにきつく抱きしめられ、首元に顔をうずめられる。

「ああ……フェリの匂いだ。食べてしまいたい」

　形のいい鼻先が首筋をなぞり、フェリシエンヌの肌がくすぐったさとは別の感覚でぞくぞくと粟立つ。

「クロヴィス殿下……いたずらはやめてください」

　腕を解こうとするが、彼はまったく離れてくれなかった。

「いたずらじゃない。この部屋、入った時からずっと香水を蒔いたみたいに甘ったるい匂いがきつくて、おかしくなりそうだ。こんな匂いよりフェリをもっと感じさせて」

「甘ったるい……？」

　フェリシエンヌは顔を巡らせたが、クロヴィスの清潔な服の香りしかわからなかった。

「ああ、フェリはミルクみたいに甘いね」

　温かく柔らかな感触が首筋に触れたかと思うと、ちゅっと濡れた音が弾けた。

「や……っ、殿下！　いったい、どうなさったんですか？」

　フェリシエンヌは怒ったように眉をきゅっと吊り上げたが、唇は動揺で震えていた。

「ずっと、こうしたかった。フェリを俺のものにしたかった」

　クロヴィスはフェリシエンヌの髪を優しく撫でたり、指に絡ませたりしながら、首筋や耳朶に吸いついてくる。

「もう我慢できない。君が好きなんだ」

　ぞくりとするほど艶のある囁きが、フェリシエンヌの鼓膜を震わせた。

（いつもの軽口のはずなのに）

　なんだか変だ。妙に胸がざわざわする。彼の言う『好き』という意味を自分に都合のいいように解釈しそうになって、頬に髪が当たるほど頭を横に振った。

「もしかして酔っていらっしゃいます？」

　念の為に尋ねてみたが、彼から酒の臭いが一切しないことくらい、フェリシエンヌにもわかっていた。

　だが、そうでなければ、今の状況の説明がつかない。

　クロヴィスのため息が耳元で聞こえた。

「毎日好きって言っても全然効果ないから、少し距離を置いたら寂しがってくれるかと思ったのに」

「え？」

　フェリシエンヌは何度も瞬きを繰り返す。

　最近よそよそしかったのは、将来の伴侶選びの為ではなく、フェリシエンヌの気を引く為だった──？

「フェリが欲しくてたまらない」

　ゆっくりと首筋から顔を起こした彼は、フェリシエンヌの肩を抱いて振り向かせる。

　やめてと手を払えばいいのに、フェリシエンヌは金縛りにあったみたいに動けなかった。

　仄暗い青の瞳の奥に宿る炎よりも深い熱情が、彼女の心をちりちりと焦がす。

「……んぅっ」

　おとがいを指で掬われ、わずかに上向きにさせられた顔にクロヴィスのものが重なり、二人の唇が触れ合った。

　ぎこちなく押しつけられた唇は、不器用で温かく柔らかくて、まるで彼の心そのもののようだと思った。

　胸がきゅっと切なく高鳴る。

　きっと、ずっとこの瞬間を夢見ていた。

　凛々しく成長するクロヴィスはもう弟みたいな存在ではなく、一人の男性として、フェリシエンヌの憧れの対象だったのだ。

　けれど、二人の間には身分という超えられない壁があるのを知っていたから、叶わない想いには蓋をして、気づかないふりをして、この先も生きていくつもりだったのに──。

（殿下はどうしてしまったの……？）

　人生で初めてのキスを心から慕う彼にされたことは嬉しいが、いくらなんでも態度が突然変わり過ぎだ。

（甘ったるい匂い……って言っていた？）

　フェリシエンヌはハッとして、唇が離れた隙に、長机の上に目を走らせた。

　細い花瓶に生けられた見知らぬ植物──つぼみだったはずのそれは、すべて大きく開花していた。

　図鑑を読むのに没頭していて、まったく気づかなかった。花弁は五つで、中央には黄色い長いめしべと周囲にはおしべらしきものが垂れている。

　甘い匂いはここからではフェリシエンヌには確認できないが、狼獣人であるクロヴィスは嗅覚が通常の人間の何倍も鋭い。

　あの花の影響を敏感に受け取っていてもおかしくはない。

（興奮作用があるのかしら……）

　だとすれば、あの花から遠ざかればこの行き過ぎたスキンシップをやめてくれるかもしれない。自分が妙にドキドキするのも、おそらく花の影響が少なからずあるのだとフェリシエンヌは分析した。

「あ……あの花を外へ。あれのせいでおかしくなっているだけですから」

　クロヴィス殿下、と呼ぼうとしたのにまた唇を塞がれる。今度は少し性急に、角度を変えて繰り返し吸いつかれた。

「俺はおかしくないよ、ずっとこうしたかったんだから。フェリ……大好き」

　かすれた声を漏らし、縋りつくような瞳で見つめられると、言葉が出てこない。

　自分の意志が弱いのか、花の香りに毒されているのか、考えるほどわからなくなってきた。

「んっ……ふぁ……」

　力の抜けた口腔内に彼のしなやかな舌が割り込んできて、歯の裏側や頬の内側をなぞられた。奥までたっぷりと舐め回されて、頭の芯が甘く痺れる。

　ふわふわと雲の上を歩いているような感覚に、体が安定せず、後ろの本棚に背中が当たった。逃げ場を失ったフェリシエンヌを追い詰めるように、クロヴィスは遠慮なく体を密着させてくる。

「顔、赤くしてかわいいね」

　クロヴィスはうっそりと笑い、フェリシエンヌの髪に手を差し込むと深く口づけてきた。

　まるで別の生き物のようなクロヴィスの長い舌が、フェリシエンヌのものに絡みついてくる。

　奥に引っ込めようとすると、すぐに絡めとられてしごかれる。ぴったりと唇を重ねられ、ぐちゅぐちゅと舌の根をかき回すように舐められると、下腹部がじくじくと疼いた。

「んんっ……ふ……は……っ」

「フェリの唇、柔らかくて気持ちいい」

　ふっと嬉しそうに目を細めたクロヴィスは、濡れた自分の唇を舌で舐めた。その艶めかしい赤に、フェリシエンヌの鼓動が再び大きく跳ねる。

「ねえ、俺の他にその唇に触れたやつはいないよね？」

　細められた瞳が一瞬冷たく光ったように見えたが、気のせいだろう。

　フェリシエンヌは首を横に振る。

「クロヴィス殿下が初めて、です」

　そう答えると、彼はもう一度唇を重ねてきた。

「嬉しいな」

　そして、フェリシエンヌの服の上からふっくらとした胸に触れてくる。

　形を確かめるように撫でるように触れていた指先が、フェリシエンヌの抵抗がないことを感じた上で力が込められていった。

「や……ぁっ」

　指先で胸の頂きを撫で回され、びくっと肩が震える。

「こっちもすごく柔らかい。ここが気持ちいいの？」

　機嫌のよさそうな声で聞かれるが、恥ずかしくて素直に頷けない。

「そんなの……よくわからない、です」

　いやな感覚ではないことはわかるが、初めてのことに戸惑うばかりだ。

「もっとしてほしいかどうかってこと」

　クロヴィスにそう囁かれて、フェリシエンヌは首を縦に振りそうになってこらえる。

　そんな恥ずかしいことは答えられない。

「ああ。フェリは本当にかわいい」

　唇や額、頬や耳朶にキスを繰り返しながら、クロヴィスはフェリシエンヌのブラウスのボタンを首元からもどかしそうに一つ一つ外していく。

「殿下……だめ……」

　フェリシエンヌの言葉など聞かずに、開いた胸元に手が潜り込んできて、彼の手が直に乳房に触れた。

「あ……あぁ」

　剣も握る力強く大きな手にひどく優しく捏ねられ、フェリシエンヌは肩を震わせる。

　長い指が胸の先端を撫でたかと思えば、軽く摘まみ上げて擦り合わせられた。

　そこからじんじんと甘い痺れが沸き起こり、フェリシエンヌは眉を寄せて声が漏れるのをこらえようとする。

「フェリ。我慢しなくていいんだよ？　すごく硬くなってきた、感じているんでしょ？」

「やぁ……んふ……っ」

　否定しようとしたのに、口づけで言葉を塞がれてしまった。

　唾液を混ぜ合わせながら舌を絡ませると、思考が蜂蜜のようにどろりと蕩けていく。

「は……っあ、ふぁ」

　息をするのがやっとで、鼻から甘い声が抜けていく。

　つかず離れずキスを繰り返しながら、気づけば胸当てが引き下ろされて両方の乳房がクロヴィスの手の中にあった。

「感じている声、もっと聞かせてよ」

　きゅっと胸のつぼみを摘ままれて、フェリシエンヌはびくんと腰を揺らした。そうされると下腹部がじれったく疼いてきて、じっとしていられなくなる。

　雪のように白い大きな二つのふくらみが夜気にさらされ、尖った薄紅色の頂きがつんと存在を主張していた。

「想像していた以上に大きくて綺麗だ」

　クロヴィスは銀糸を引きながら唇を離すと、両手で胸を下から寄せ上げ、たぷたぷと揺らす。

「そ、想像……って」

「毎晩、フェリのことを想わない夜はなかったよ。服の上からじゃ、やっぱりわからないよね」

　クロヴィスは怪しく笑う。

　フェリシエンヌも子供ではない。薬師として働く以上、男女の体についても学ぶ機会はあった。性欲を満たすために、自分の体を慰める手段があるのも知っている。夫婦の子作りの方法についても知識としては頭に入っていた。触れ合いは男性を受け入れるために必要な準備と本に書かれていたが、実際に触れられるのがこんなに恥ずかしいものだと思わなかった。それに普通は寝室のベッドですることではないのだろうか。

「本物は、全然違うね」

　長い指に捏ねられてさまざまな形に変えられる胸を見下ろしながら、フェリシエンヌの顔が真っ赤になった。

「あ……っや、あぁ」

　恥ずかしさと甘い疼きで触れられていない場所がむずむずしてきて、太腿を擦り合わせる。

「本当にかわいい」

　クロヴィスは熱のこもった瞳でフェリシエンヌを嬉しそうに見つめ、スカート部分の裾をたくし上げた。その指先が下着に触れる。

「だ、だめ……そんな所まで……っ」

　自分以外の誰にも触れさせたことのない場所だ。しかし治まらない熱い疼きがその部分にあることも気づいている。

　フェリシエンヌの言葉に迷いがあることを一瞬で見抜いたクロヴィスが、長い指をするりと下着の中に入れてきた。

「あっ……」

　ぬる、としなやかな指先が秘裂をなぞる感覚があった。指が動くたびに、くちゅくちゅといやらしい水音が響いて、フェリシエンヌは息を詰めた。

「キスと胸を触っただけで、もうこんなに濡れているだなんて──嬉しいな」

　クロヴィスが感慨深げにしっとりとした吐息をつく。

「人が来るかもしれません。おやめくださ……ぁあっ」

　言いかけたところで、片方の手で乳嘴をくりくりと押しつぶされるように弄られ、また腰が揺れた。

「ふ……あったかい蜜が零れてきた」

　機嫌よさそうに目を細めたクロヴィスは、濡れた指先を何度も秘裂に沿わせて愛蜜をかき混ぜる。

　粘性を増した水音がフェリシエンヌの羞恥を煽るが、指先から与えられる官能の方が勝った。触れてもらったら疼きが落ち着くかと思っていたのに、下腹部の奥はさらに熱くなっていく。

「あ、あ……だめ、です……」

　弱弱しくクロヴィスの肩にしがみつきながら、フェリシエンヌは瞳を潤ませた。

「だめなの？　蜜はどんどん溢れてくるよ？」

　もじもじと太腿を擦り合わせても、彼は手を引いてくれなかった。むしろ「フェリの太腿に挟まれるなんてご褒美でしかないんだけど」と、ますます上機嫌になる。

「もっと触ってあげる」

　クロヴィスはそう言って内腿を幾筋も流れる蜜を掬い、花弁を割り開くように指を滑らせた。秘裂の上方に触れられた途端に、フェリシエンヌは強い愉悦を感じて体を硬直させた。

「あン……っ」

「ああ、この辺だね」

　何が、と問う間もなく、クロヴィスの指の腹が和毛に埋もれていた突起に引っかかり、くりくりと優しく撫で回してくる。

「ひ……ぁっ、あ、あ」

　頭の芯まで痺れるような強烈な快感に、フェリシエンヌは腰が勝手に動くのを止められなかった。

「フェリを悦ばせたくて、一人で勉強したんだよ。ここがすごく気持ちいいって本に書いてあったんだけど、本当みたいだね」

　クロヴィスの説明が頭に入ってこないほど、フェリシエンヌの意識は彼の指の動きに翻弄されていた。

「いや、やぁ……っ、変になりそう……っ」

　下腹部の奥、子供を宿す器官がきゅうきゅうとせつなく疼いて、秘裂は彼の指先に絞めつける。

　だらだらと愛蜜がとめどなく溢れてきて、クロヴィスの手を濡らしていく。たっぷりとそれをまとった指先は、よりなめらかに秘粒を撫で回す。

　クロヴィスはぷっくりと膨らんだ敏感な部分を優しく押しつぶしたり、二本の指で軽く摘まんでみたり、フェリシエンヌの反応を確かめるように異なる刺激を何度も与えてきた。

「もう、やだぁ……だめ……」

　目尻に涙をためて、刺激を受けるたびに背中をのけぞらせると本棚に肩が当たる。

　じんじんと強い愉悦から逃れたい気持ちがある一方で、この気持ちよすぎる快感をもっと欲しい自分もいて、両足に力が入らなくなって太腿が大きく開いていった。

「フェリ。大好きだよ」

　追い打ちをかけるように、クロヴィスはフェリシエンヌの耳元で熱い吐息とともに囁いた。

　硬くしこった乳嘴ごと乳房を大きな掌に包んで揉みこみながら、秘粒をぐしゅぐしゅと水音を立てて弄られる。

「やっ……殿下……」

　耳朶を食まれ、耳殻を舌先で舐められ、フェリシエンヌは浅い呼吸を繰り返しながら、クロヴィスの服をぎゅっとつかんだ。

「達っていいよ、フェリ」

　甘く艶やかな声は頭の中に直接響いたように思える。

「い……っ？」

　問い返そうとしたが、ぎゅっと秘粒を摘ままれたのが、我慢の限界だった。

「あああぁ……っ」

　全身に雷が走ったみたいに、思考が一瞬真っ白になり、人生で初めて味わう感覚に指先まで痺れて力が入らなくなる。クロヴィスにつかまっていなければ倒れこんでしまいそうだ。

　きつく閉じた瞼の裏には星が煌めき、ふわふわと体が宙に舞うような不思議な感覚を覚える。足は床についているのに、心許ない。

　熱い蜜が腹の奥からしとどに滴り落ちて、床を濡らした。

「は──あ、はぁ、ぁ……」

　懸命に走った後のように心臓が大きく脈打っている。

　くらくらとめまいがしたが、全身の気怠さはむしろ幸福感でいっぱいだった。

「俺の指で達ったんだ、嬉しいな」

「い……った……？」

　涙の膜が張った視界は、ぱちぱちと瞬きをしてようやく彼の顔がはっきりと見えた。

　クロヴィスは熱っぽい瞳を細めて、艶めかしい微笑を浮かべている。

「すごく気持ちいいこと」

　彼はそのまま指先を滑らせて、つぷりと蜜口の浅瀬を確かめると、隘路を進んできた。

　今まで感じたことのない違和感に、肌がぞくりと粟立つ。かあっと全身に火が着いたみたいに背中から汗が噴き出した。

「殿下。それ……中まで、入って……」

　緊張で体をこわばらせると、蜜襞がぎゅっとクロヴィスの指を締めつけた。一瞬抜けそうだった指先が、戻りかけてから再び奥へ押し込まれる。

「あぁっ、だめ、です……」

　言葉では否定するものの、指が蜜襞を擦る度に違和感は快感へと塗り替えられていき、また勝手に腰が揺れた。

　足に力が入らないが、今かがみこめば彼の指がもっと奥へ入ってきそうな気がして、立っているので精いっぱいだ。

「あ、は……ぁ、あっ」

　抗うことができないフェリシエンヌを、彼の長い指が責め立てる。

　ぬちゅぬちゅと粘ついた水音を絡ませながら、蜜襞を擦られると熱が沸き起こり、下腹部の奥がどろりと蕩けていくようだ。

「少しずつほぐれてきたね。もう一本増やしてみようか」

　隘路をぐっと押し拡げられ圧迫感が増したが、痛みはなく、むしろ愉悦を拾いやすくなった。

「あっ、あ……んぅっ」

　滴る蜜を掻き出され、同時に唇を塞がれる。

　息がうまくできなくて、くらくらとまた視界が霞んだ。

「フェリ。いっぱい感じてくれて嬉しい」

　濡れた唇が彼女の耳朶を這い、フェリシエンヌはぞくぞくと甘い官能に震えた。

「全部、俺のものにしていいよね？」

　その言葉の意味は、なんとなくわかった。

　頷けば後戻りはできない。けれど、一緒に歩むこともできない。とてつもない葛藤にフェリシエンヌの瞳には涙が滲んだ。だが、婚前に純潔であることが必須条件なのは王侯貴族だけだ。平民はそこまで気にしないという話を聞いたことがある。

（好きな人に初めてを捧げられるなら、これ以上幸せなことはないわ。貴族に生まれていなくてよかった）

　フェリシエンヌは潤んだ瞳をおずおずと上げ、恥ずかしそうに微笑した。

「……はい」

　こくんと頷くとともに赤く染まった目元を伏せると、クロヴィスのサファイアのような青い瞳がきらりと輝き、ちゅっと短く唇を啄まれた。

「優しくするから」

　そう言って、彼はもどかしそうにトラウザーズの前を寛げ、自身の屹立を取り出す。

　それをちらりと見てしまってから、フェリシエンヌは息を呑んだ。

（本で見た図解より、大きい……）

　どくどくと脈の音さえ聞こえそうなほど筋張っていて、先端は腹をすかせた猛獣のように濡れている。

　どう見ても、さきほどまで隘路を埋めていた指の比ではない。

「ほ、本当にそんな大きさのものが中に入るのですか？」

　思わず目を見開き、声が震えてしまった。

「大丈夫だよ。少しずつ入れるから」

　両足を開かせたクロヴィスはスカートをたくし上げると、下着をずらして、傘のように開いた先端を蜜口に押し当てた。

　ぐちゅ、と蜜の泉に熱の塊が沈む。

　予想通り、指をはるかにしのぐ質量だった。

「ひ──あっ、は……」

　ぐぐっと熱杭が奥へ進んできて、淑やかな蜜口が際限まで拡げられる。

　潤みきっているとはいえ、まだ無垢な隘路は狭かった。

「ふ……ぁ、痛い」

　体が裂かれそうな熱に息が止まりそうだ。じわじわと目尻にたまった涙がぽろりと頬を零れ落ちる。

「フェリ。もう少しだ……」

　クロヴィスが労わるように唇や頬、首筋などあちこちに口づけを落としてくれた。

　その間も、浅い部分を行ったり来たりしながら蜜襞を巻き込んで熱杭が沈み込んでくるが、彼の優しいキスのおかげで何とか疼痛は山を越えたようだ。

「あと、ちょっと──」

　クロヴィスは悩まし気に眉を軽くひそめた後、ふいにフェリシエンヌの片足を抱えて持ち上げた。

　ふらついて倒れそうになった途端に彼に腰を引き寄せられ、勢いで熱杭の先端がずくりと最奥を抉った。

「ひぁ……！」

　あまりの衝撃にフェリシエンヌは背中をのけぞらせ、がくがくと両足を震わせた。

　痛みもあったが、恥ずかしいことに淫らな衝動が脳芯を揺らして、たった一瞬で官能を極めてしまった。クロヴィスがさきほど言っていた『達く』という状態だ。

「あ、あ……」

　下腹部が切なく戦慄き、濡れた蜜襞がぴくぴくと細かく打ち震えてクロヴィスの分身を締めつける。

「きつ……押し出されそう」

　彼がくしゃりと顔をゆがませたので、フェリシエンヌは慌てて「ご、ごめんなさい」と謝った。

　すると彼はふっと笑いを漏らして、口づけてきた。

「とんでもない。フェリの中、熱くて気持ちよすぎる。俺もすぐに達きそうだよ」

　舌先で濡れた唇を舐め、何かをこらえるように眉間に力を込めた彼は、それでも嬉しさを滲ませている。

　クロヴィスが喜んでくれるなら、これ以上の幸せはない。

「殿下……私も、熱くて、気持ちいいです……」

　まだ痛みは残っているが、徐々に甘怠い痺れに変わってきている。もしかしたら花の香りの効果で神経が昂っているせいなのかもしれない。

「ああ、フェリ。なんてかわいらしいんだ」

　クロヴィスが片手でフェリシエンヌの頭を愛おしむように撫で、それを背中に回してぎゅっと抱きしめてきた。

　彼女もまた彼の背中に手を添え、互いの存在を確かめるように匂いを吸い込む。

　それからクロヴィスがゆっくりと腰を揺らし始めた。

「あ、んっ……はぁっ」

　純潔を失った隘路がじくじくと甘く疼きながら、圧倒的な質量に摺り上げられる度に送り込まれる愉悦にとろとろと蜜を零す。

　とめどなく溢れるそれが二人のつながった部分から滴り、不安定なフェリシエンヌの片足を濡らしていった。

「クロヴィス殿下……っ」

　フェリシエンヌは律動に振り落とされないように、彼の背中から首の後ろに腕を回して必死にしがみついた。

　ずるりと蜜襞を引き攣りながら熱杭が抜かれるかと思ったら、勢いをつけて最奥へ戻ってくる。

「ああっ！」

　熱い衝動に、閉じた瞼の裏に星がきらめいた。

「また締まった。フェリって感じやすいんだね」

　クロヴィスがうっとりとした表情で囁いた。

　さきほどよりも抽送が速くなり、潤んだ蜜壺からぐちゅぐちゅと聞くに堪えない淫らな水音がフェリシエンヌの羞恥を煽る。

　恥ずかしいのに、体は悦びに溢れ、下腹部の熱が増していくばかりだ。

「あ、あ、もう、だめ……」

　最奥を何度も突き上げられ、その度に意識も宙へ舞い上がってしまいそうになる。

「もっと俺で悦くなって」

　クロヴィスは抽送を続けながら背を丸めて、フェリシエンヌの揺れる乳房に顔を埋めてきた。

　ふっと熱い吐息が肌を撫でたかと思うと、そのまま上向きに尖った頂きをぱくりと咥えて舌で舐め転がす。

「ひゃぅ……っ」

　甘い痺れが胸の先から下腹部に伝わって、隘路が蠢動した。

　深く吸われたり、甘噛みされたりする度に、新たな蜜が生まれて結合部から滴り落ちていく。

「あっ、あぁ……っ、殿下、だめ、声が抑えられない……っ」

　全身がねっとりと火照り、彼の動きに合わせて腰がぎこちなく揺れた。

「抑えなくていいよ」

　薔薇色に色づいた乳嘴を舌先でちろちろと舐めながら、クロヴィスは目を細める。

「そんな──ふ、あ……っあぁ！」

　困ったように眉根を寄せれば、クロヴィスが勢いをつけて最奥にぶつかってきた。

　痺れるような快感が腰の辺りから頭の先に抜けていき、フェリシエンヌは背中をのけぞらせる。

　唇を結ぼうとしても、激しい抽送の前ではその努力は無駄だった。頭の中に霞がかかってきて、もはや嬌声は呼吸同然に漏れていった。

「あっ、はぁ……っ、殿下、気持ちいい……っ」

　うねる熱が下腹部を支配し、繋がっている部分がどこまで自分のものなのか曖昧になる。

「俺もすごく悦い。ずっと一緒にいよう」

　クロヴィスはフェリシエンヌの耳元で熱い吐息を拭きこんできた。低音で甘い囁き声に、腰の辺りがぞくぞくと震える。

「俺だけのフェリ」

　かすれた声は熱を帯び、耳に溶け込んでくる吐息は余裕のないほど乱れていた。

　抽送が一層激しくなり、欲望のままに最奥に官能を叩き込まれる。

「ひぁ……っ、あぁん！　壊れちゃう……っ」

　フェリシエンヌの瞳から滂沱の涙が零れ落ちるが、その表情は恍惚としていて、視線は定まらなかった。

　ひたすらに愉悦を拾い上げるのに夢中で、いつの間にか羞恥心はどこかに置き去りにしてしまっている。

「フェリ、フェリ……！」

　クロヴィスはうわごとのように彼女の名前を呼び続け、獣のように腰を振り立てる。

「あ、あっ……また、達くの……っ」

　迫りくる官能の白い波を感じて、フェリシエンヌは身を震わせた。

「俺も達きたい。フェリがかわいすぎて、限界だ──」

　泣きそうなほど真剣な顔で見つめてくるクロヴィスの額から、汗が一筋零れ落ちる。

　めちゃくちゃに抱きしめられ、一番深い場所を力強く穿たれた瞬間、フェリシエンヌは燃えるような愉悦に包まれ、びくびくと蜜襞が攣縮した。

「ああぁ……っ」

　きゅうっとうねる子宮に向かって熱い精がどっと吐き出される感覚に、否応なく意識が飛びそうになる。混じり合った二人の熱で、脳芯まで蕩けてしまいそうだ。

　つま先まできつく力が入って、嬌声を押し殺すように彼の肩口に唇を押しつける。

　クロヴィスは彼女をあやすように、ゆるゆると蜜洞をかき混ぜ、欲望の残滓を吐き出すまで最奥へ何度も切っ先を押し込んできた。

「あぁあんっ、っは……あぁ──」

　達している最中に弱い部分を責められて、フェリシエンヌの下腹部は熱が鎮まることがない。

（気持ちよすぎて……こわい）

　はしたないのに、もっと繋がっていたいという願望が頭から離れない。

　好き。クロヴィスとずっと一緒にいたい。

　最愛の相手にすべてを捧げるということが、これほど胸を温かく満たしてくれるものだと初めて知った。

　クロヴィスが支えていなければ、その場に崩れ落ちていただろう。

　多幸感に満たされて、しばらく何も言葉を紡げなかった。呼吸が整わないというのもある。

　彼がゆっくりとフェリシエンヌの片足を下ろし、繋がったまま唇を重ねてきた。

「フェリ。こんな格好で、無理させてごめん」

　まだ少し肩で呼吸しているクロヴィスが、フェリシエンヌの頬にかかった紅の髪を耳にそっとかけてくれる。

「あ……当たり前です。初めてだったんですから」

　フェリシエンヌはブラウスの前を合わせながら、困ったように笑ってみせた。

　するとクロヴィスの切れ長の瞳がいたずらっぽく細められる。

「ああ。やっぱりベッドの方がいいよね？」

　美しい弧を描いて微笑む彼の言葉に、フェリシエンヌは曖昧に頷く。

　無茶な姿勢だったのに、気持ちよかったと正直に言えるほどあけすけな性格ではない。

　ずるりと隘路から彼の熱杭が引き抜かれ、その喪失感にびくびくと体が震えた。

「──んんっ」

　途端に流れ落ちる温かな液体が太腿を濡らし、彼女はもじもじと足を擦り合わせる。

　満たされたと思ったのに、今の刺激でまた下腹部が疼き出してきた。

（絶対あの花のせいだわ）

　こんな事態になったのに、全部花の効果だ。

　相手が誰でもその気にさせてしまう効果があるのだろう。こんな危険な花はさっさと処分してしまわなければならない。

「クロヴィス殿下……このことはお忘れになって、早くお部屋にお戻りください。そこにある花のせいで、殿下は私のことを好きだと錯覚なさって抱いてしまったのです。私も忘れますから」

　下腹部の疼きから目を逸らしながら、フェリシエンヌは頭を下げた。

「どういうこと？」

　服を整えていたクロヴィスが手を止めて、瞳を冷たく光らせた。

「そこにある花、密輸船に紛れ込んでいたみたいなんです。その成分を調べようとしたのですが、たぶん神経を昂らせる効果……つまり媚薬に使われるものの一種なのではと。ですから、今のように変な気分に──」

「俺がその花のせいでフェリを抱いたって言いたいの？」

「そう……なんだと思います」

「じゃあ、フェリもそうなの？　この花があれば相手が俺じゃなくてもあんなふうになっちゃうの？」

　ただでさえ均整の取れた顔立ちなので、迫られるとすごみが増す。

「私は──」

　あなただから誘惑に抗えなかったと言ってしまいたい。嬉しかったと素直に伝えたい。

　しかし現実的に考えて、二人が並んで歩ける未来はない。どれだけ愛し合っていても、家格が第一に優先されるこの国で、二人のわがままをきいてくれる人はいないだろう。

「……そうかも、しれません。殿下も、たまたま目の前にいたのが私だったから」

　嘘はつきたくなかったが、ここで本当の気持ちを伝えてもあとでクロヴィスを困らせてしまうだけだ。潔く、何もなかったことにしてこれまで通り過ごすのが一番だ。

「俺はフェリじゃないといやだ」

　クロヴィスはそう言って突然彼女の体を横抱きに抱え上げた。

「殿下!?」

　慌てるフェリシエンヌに何も答えず、クロヴィスは迷いなく奥にある仮眠室に入っていった。

　やや性急にベッドに下ろされると、クロヴィスは熱をはらんだ瞳で見下ろしてきた。

「ここなら花の匂いはしないよ。フェリも、俺じゃないとだめって言うまで離さないから」

　その言葉が冗談でないことは、すぐにわかることになる。

　身に着けているものをすべて脱がされ、指の先までキスの雨を降らされ、白い肌には独占の証とでも言わんばかりに口づけの跡が残された。

　装飾の多い礼装を手荒に脱ぎ捨てたクロヴィスと肌を合わせると、下腹部の熱が高まる。

　体を大きく開かれ、何度も最奥に吐精され、フェリシエンヌは声が枯れるまで啼かされた。

　ベッドが大きくきしむ音も、二人の荒い息遣いも、淫らに交わる水音も、少しずつ遠ざかっていく。

「結婚相手はフェリ以外に考えられない。俺は本気だから」

　何回目かの精を注いだ後、クロヴィスはフェリシエンヌの耳元で囁いた。

　──殿下……私も、あなたじゃないとだめ。大好き……なの。

　頭に浮かんだ言葉は声にすることができなかった。愉悦を送り込まれて蕩けた彼女の意識は途切れがちになり、ついに深い眠りに落ちていったからだ。




　ふいに目を開けると、フェリシエンヌの耳に小鳥の囀りが耳に飛び込んできた。

　──朝。

（仮眠をしてそのまま朝までぐっすり眠るなんて、当直失格だわ）

　慌てて起き上がろうとしたら、足の付け根が悲鳴を上げた。その痛みと違和感ですぐさま昨夜の出来事が鮮やかに脳裏によみがえる。

「なんてこと……」

　フェリシエンヌは毛布をめくってみた。

　何も身に着けていない体が秋のひやりとした空気に晒され、軽く粟立つ。白い肌には口づけの跡があちこちについていた。秘所は濡れている感触がまだ残っていて、少しでも動くと中からどろっと何かが零れてきて落ち着かない気分にさせられる。

　狭い仮眠室には彼女以外の姿はない。

　ゆっくりと起き上がると、ベッドの横の椅子の上にフェリシエンヌの服がまとめてあった。おそらくクロヴィスが置いていったのだろう。

　服を身に着け、力の入らない両足を奮い立たせておそるおそる研究室の方へ顔を出すが、誰の姿もなかった。

「殿下はご自身のお部屋に戻られたのね」

　ホッと胸を撫でおろす。

　フェリシエンヌのせいで、おかしな噂を立てられてしまったら、彼の将来に傷がつくだろうから。

　まだ誰も出勤してくる時間ではないことを確認して、フェリシエンヌは急いで部屋の窓をすべて開けた。

「とにかく空気を入れ換えないと……」

　少しでも昨夜の痕跡を消さねばならない。

　床はどうやらクロヴィスがきれいにしていってくれたらしく、フェリシエンヌは机の上に視線を向けた。

「一晩で枯れた……？」

　白い花はすでにしぼんで、だらりと垂れ下がっている。もう効果はなさそうだ。

「……ここにいたら迷惑かけちゃう」

　クロヴィスの将来を考え、彼の重荷にならないためには姿を消すしかない。それは彼を受け入れた時から覚悟していた。心から想っている人に初めてを捧げられたことは、この上ない幸せだ。

（後悔はしてない……）

　王太子の結婚相手は貴族の令嬢と決まっている。

　だが彼は昨夜のことに責任を感じて、フェリシエンヌのことを愛妾に迎えると言うかもしれない。

　それだけは、いやだ。一生日陰でうしろめたさを抱えながら生きていくなんて、心が持たない。彼の温かい眼差しが他の女性に向けられるところを、間近で見なければいけないのは耐えがたい苦痛だ。

「急に姿を消したら、みんなに迷惑をかけるのはわかっているけれど……」

　前置きもなく職務を放棄するのは本当したくなかったが、誰にも相談できない。

　フェリシエンヌは仮眠室に戻り、ベッドを綺麗に直すと、棚に置いてあった私物を鞄に詰め込み始めた。身に着けている服も、急いで私服に着替える。

「あ……」

　かつんとつま先で何かを蹴った感覚があり足元を見ると、ベッドのそばに金のボタンが落ちていた。昨夜のクロヴィスは慣れない礼装を拙速に脱いでいたから、その時に取れたのだろう。

「クロヴィス殿下」

　きゅっと胸が切なく疼いた。

　そっとそれを拾い上げて私服のポケットにしまうと、フェリシエンヌは荷物を抱えて使用人が使う裏口に向かう。

　薬草が足りないと伝えれば、門兵は「ご苦労様です」と言って、何も疑うことなく閂を外してくれた。

　扉を開けると、目の前が真っ白になって一瞬戸惑う。

「霧が出ていますので、迷わないようお気をつけて」

「ええ、ありがとう」

　むしろこれくらい視界が悪い方が助かる。

　冷たく濃い霧が立ち込める中、フェリシエンヌはためらうことなく飛び出していった。

　幸いにも、もらったばかりの給金があったので、当面の生活費に充てられるだろう。

　とにかく王都から離れたい一心で、フェリシエンヌは馬車を乗り継いだり、旅芸人の馬車に乗せてもらったりして、やがてミレヌ山脈の近くにある辺境の村にたどり着いた。




　それから五年──。

　クロヴィスと再会することは二度とないと思っていたのに。







第二章 秘めた愛は色褪せぬまま








「ずっと会いたかった。もう離さな──」

　言葉を止めたクロヴィスの体がぎくりとこわばるのを感じ、フェリシエンヌは五年前の出来事から意識をハッと取り戻して、肩越しに振り返った。

「アズール……」

　隠れていたはずの息子が、自分から毛布を取って立ち上がっていたのだ。

「まさか、君の……？」

　クロヴィスのサファイアのような瞳が揺れ動く。

　すると、アズールは毛布を放り出し、弾かれるように裸足のまま裏口から飛び出していった。

「アズール！　待って！」

　フェリシエンヌは目を丸くしてクロヴィスの腕を解くと、急いでその後を追う。

　四歳の子供の歩幅などたかが知れている。だが、アズールは走りながら前方につんのめった。転んでしまうと思って精いっぱい手を伸ばしたが、彼との距離が突然ぐんと開いた。

　アズールの体がどろりと形を変えたかと思うと、服が下草にひっかかり、間髪入れずに中から小さな獣が飛び出し、速度を上げていったのだ。

「どこに行くの……！」

　フェリシエンヌは、息を切らしながら家の裏の林を駆け上がる。

　目の前を走っていくのは、陽光を弾いて輝く銀の毛色の小さな狼だ。どれだけ小さくても獣の脚力は侮れない。たちまち離されていく。

「フェリ！」

　後ろからクロヴィスが追いついてきた。

「お願い、怪我でもしたら──」

　フェリシエンヌが息を切らしながら訴えかけると、クロヴィスが大きくうなずいた。

　彼もまた、アズールと同じように体が一瞬だけ地面に伏せたように見えたが、すぐに月の光を宿したような色の美しい獣へと変貌を遂げた。

　抜け殻のようになった服を拾い集めながら、フェリシエンヌは彼らの後を必死に追った。

　久しぶりに全力で走ったせいで、膝が笑ってしまう。

　肩で息をしながら、ようやく追いつけたのは、林の奥深くにある大木の根元で、銀狼姿のクロヴィスが、同じく獣化したままのアズールの体を大きなしっぽで包み込んでいたからだ。

「アズール！　いきなり外へ出ちゃダメじゃない。ここには野生のイノシシやおなかをすかせた野犬もいて危ないのよ！」

　怪我がないのはすぐにわかったが、心配のあまり強い口調になってしまう。

「……だって、お母さんが嬉しそうにしてたから……ぼくはいない方がいいと思って」

　アズールは顔を上げ、ぐすんと鼻をすすった。その目元は涙で濡れている。

「あれは、村の人が勝手に言っていることなの。私はアズールが一番大事なんだから」

「一番……大事……」

　複雑そうな口調で言葉を発したのは、クロヴィスだった。

「フェリ。この子の母親は君なの？」

　狼の姿をしているのに、今にも泣きそうな表情をしているように見えるから不思議だ。

「はい……アズールは私が産みました。あと半年もすれば五歳になります」

「父親は、もしかして……？」

　その質問に正しい答えを返してもいいのか迷い、口ごもる。

　するとアズールが耳をピンと立て、小さな前足でクロヴィスにちょんちょんと触れた。

「ぼくのお父さんは頑張り屋さんで、強くて優しい人なんだってお母さんがいつも言ってるの。あの模様、お母さんが大事にしてる金色のボタンと同じだよ」

　瞳を潤ませたアズールは、フェリシエンヌが腕いっぱいに抱えているクロヴィスの衣服を鼻で示した。

　手元に目を落とすと、王家の紋章が彫ってあるマント留めの金具が日差しを弾いた。

「み、見間違いじゃ……」

　慌ててマントを丸めるように畳んだが、クロヴィスの瞳が何かを確信したかのようにふっと柔らかく細められる。

「フェリ？」

　諭すように呼びかけられて、フェリシエンヌはもう嘘はつけないと観念した。

「う……、申し訳ありません。あなたとの間にできた……子です」

「えっ。それじゃあ、この人がぼくの、お父さんなの？」

　アズールが丸い瞳をぱちぱちと瞬かせる。

　高貴な白銀の輝きを放つ大小の狼が、同じ青い瞳で見つめ合い寄り添っているのを見ると、その場に立ち尽くしているフェリシエンヌの存在の方が、つながりを薄く感じられるほどだ。

「アズールか。立派な名前を付けてもらってよかったな」

　クロヴィスは幼子の頬に鼻先を擦りつけて目を細めた。

「お父……さん」

　アズールはくすぐったそうに片目を細めて、かみしめるように言葉を紡いだ。

「クロヴィス殿下」

　フェリシエンヌはぐっと唇を噛みしめると、彼に歩み寄って両腕に抱えていた衣服を彼に押しつけた。

「勝手にあなたの子を産んでしまって申し訳ありませんでした。ですが、どうか今日のことはお忘れになって、宮殿へおかえりください」

　フェリシエンヌは深々と頭を下げる。

「なぜ謝る？　五年前も同じようなことを言っていたね。一人では帰らないよ。俺はフェリを迎えに来たんだから」

「迎えに？」

　ゆっくりと顔を上げたフェリシエンヌは、戸惑い気味に眉をひそめた。

「そうだよ。ねえ、その上着のポケットに入っている薬を飲ませてくれないか」

　クロヴィスは前足を軽く上げて、フェリシエンヌの腕の中にある衣服を示す。

「これ……？」

　金の刺繍が施されている胸のポケットに硬く触れるものがあり、フェリシエンヌは中に手を入れてそれを取り出した。

　小瓶に少量の液体が入っている。

「獣化抑制剤。最近では外で使うことはなかったんだけど、お守り代わりに持ち歩いていてよかった」

　クロヴィスは四本の足ですっと立ち上がると、フェリシエンヌの前で口を開いた。

　小瓶の蓋を開けて彼の舌の上に薬をすべて垂らすと、彼はそれを飲み込んだ。

　少し経ってから、その体形がぐにゃりと歪むのを見て、彼女は慌てて目を閉じる。人間の姿に戻った時は衣服を身に着けていない状態なので、直視は憚られるからだ。

「別に見ていてもいいのに」

　くすっと笑う声はフェリシエンヌの頭の上から降り注ぐ。

「そんな失礼なことはできません」

　頬を少し赤らめた彼女の腕から衣服の重さが消え、布擦れの音が耳に入った。

「すごい！　魔法みたい。ぼくはこの姿になったら、次の日の朝にならないと元に戻れないよ」

　アズールの嬉しそうな上ずった声が聞こえる。

　いつもおとなしいアズールが、先ほど会ったばかりのクロヴィスと打ち解けているのは血の繋がりが成せる業なのだろうか。

「君の分の薬もお母さんが作ってくれるよ。ここには材料がないから、一緒においで」

「そうなの？　やったあ」

「クロヴィス殿下、勝手に話を進めないでください。わ、私は、ここでの暮らしに不自由は感じていません。どうか、放っておいてください」

　フェリシエンヌは唇をきゅっと結び、恐る恐る瞼を上げて彼が大体服を着たことを確認した。

「五年前、フェリの姿が見えなくなった日。俺は自分が早まったことをしでかしたことに気がついた。逃げられてもおかしくないことをしてしまった、と」

　クロヴィスは上着の金のボタンを一番上まできっちりと留め、それを指でそっとなぞった。

「でも、俺の気持ちが偽りではないことを君に知ってほしかった。いなくなってすぐに衛兵に探させもした。そして……ある乗り合い馬車が隣の町の峠の崖から転落して、谷底の川からフェリの鞄だけが見つかったと、報告を受けたんだ」

　その時のことを思い出しているのか、クロヴィスの表情が翳る。

「それは……もしかしたら本当に私の荷物だったかもしれません。実は、馬車の手配をしてから出発まで休んでいたら、鞄を盗まれたのです。相手を捕まえることができなくて途方に暮れていたら、運よく旅芸人の一座の人たちと会って、一緒に移動することができました」

「そうだったのか。旅芸人は孤児も多い。検問所でも身分を改める手段がないから、代表者しか調べない。それで、見逃されていたのか……。俺はてっきりフェリはもうこの世からいなくなったのかと思って、その時は絶望したよ」

　クロヴィスは俯いて、自分の左胸の辺りをぎゅっと押さえた。

「殿下……」

　フェリシエンヌは眉を八の字に下げ、唇を震わせる。探さなくていい、忘れてほしいと書き置きの一つでもしてきたら、彼に余計な心配をかけなかったかもしれない。

「しばらくは食事も摂れず、どういう生活をしていたのかも思い出せない。でも、俺が王太子になって立派になることを願ってくれたのはフェリだったから、君の願いを叶える一心で公務もこなした。君がどこかで生きているって信じて、一日たりとも忘れたことはなかった」

　顔を上げたクロヴィスは夏空を思わせる力強いまなざしで、フェリシエンヌをまっすぐに見つめてきた。少しだけ潤んだ瞳で。

「忘れてくれてもよかったんですよ……」

　自分が彼の人生の枷にはなりたくない。けれど、フェリシエンヌもクロヴィスを忘れることはなかったから、同じ気持ちでいてくれていたことが嬉しくて、泣きそうな笑顔になってしまった。

「薬を──村の人に代わりに売ってもらっていただろう。五年前に移住してきた女性が一人で作っているというその薬がとても評判がいいと、宮殿に来た辺境伯から聞いて、もしかしてと思ったんだ。探しに来てよかった」

　クロヴィスは足元にちょこんと座っていたアズールを片腕で軽々と抱き上げると、反対の腕をフェリシエンヌの背中に回して引き寄せた。

「まさか、俺の子を産んでいたなんて……一人で大変だっただろう？　そばにいてあげられなくてごめん」

「殿下は悪くないです。だけど、一緒に行くわけには……」

「なぜ？」

「だって、私は平民ですよ。殿下とは身分のつり合いが取れませんし、かといって愛妾になるのもいやです。それならいっそ、ここで静かにアズールと暮らしたいのです」

　フェリシエンヌは涙をこらえるように、わざと声を張る。愛する人と添い遂げられなかった寂しさは、育児の忙しさに紛らわせられる。もっと月日が経てば今よりも心の傷は癒えていくはずだ。

「この五年で、いったいいくつ縁談話があったと思う？　俺はそれをすべて断ってきた。もし、今回フェリシエンヌを連れて帰ることができたら、結婚してもいいと父から許可も得ている」

　さらに、ぐっと抱き寄せられる。絶対に離すまいという彼の意志を感じて、戸惑いながら揺れる瞳を上げると、真剣な彼の視線に絡めとられる。

「まさか──」

「本当だよ。獣人であることを伏せたまま結婚生活を送ることはやはり難しいだろうという話になった。父は次の世継ぎのことを気にし始めて、フェリなら俺のこともよく知っているし、俺の判断に委ねると言ってくれたんだ」

「殿下……」

　フェリシエンヌが王宮を出てから五年が経つのに、いまだ王宮内でも獣人であることは秘匿のままなのだ。彼を置いて逃げてしまったような罪悪感で胸が痛んだ。

（殿下のそばにいてもいいの？　陛下がいいと言っても、事情を知らない他の貴族から反発されるんじゃない？）

　それを受け止める覚悟はなければ、彼の隣には立てないのではないだろうか。それをこの短時間で決めなければならない。

（でも……）

　フェリシエンヌは我が子に視線を移した。アズールは目をキラキラさせてクロヴィスを見つめている。

（父親に会えて嬉しいわよね……）

　フェリシエンヌの心は揺れ動いた。

　王宮に行けば、獣人である息子も窮屈な生活を送ることになるだろう。かつてのクロヴィスのように、離宮に閉じ込められたまま──。

（ううん。アズールには私がいる。クロヴィスもいる。昔とはちがうわ）

　フェリシエンヌは、クロヴィスの背にそっと腕を回した。

「わかりました。一緒に行きます」

　フェリシエンヌはそう決心して微笑んだ。

「ありがとう、フェリ！」

　春が来たみたいにパッと顔を明るくしたクロヴィスは、蕩けるような甘い笑みを浮かべた。

　フェリシエンヌの胸がどきんと高鳴る。久しく感じることのなかったその弾むようなリズムに、たちまち目の前が鮮やかな色に塗り替えられていった。彼の微笑に目が釘付けになっていると、その美貌が迫ってきて二人の唇が重なる。

　温かく柔らかな感触はとても懐かしかった。鼓動が嬉しさと恥ずかしさでますます大きく跳ねる。だが、唇がちゅっと音を立てて離れたとたんに、フェリシエンヌは顔を真っ赤にしてかわいらしい眉を吊り上げる。

「──で、殿下！　アズールの前ですっ」

「ご、ごめん。だって嬉しくて……」

　叱られた子供のようにうろたえるクロヴィスのそばで、アズールが小さく笑う。

「お母さんとお父さん、なかよしなんだねえ」

　天使のような無邪気な笑顔の前では、フェリシエンヌもクロヴィスも敵わなかった。

　二人はちらりと互いの視線を絡めると、顔をほころばせる。




　翌日、アズールが人間の姿に戻っていることを確認したフェリシエンヌたちは、村の人々に別れを告げ、昼前に二頭立ての馬車に乗り込んだ。王都までは急いでも五日はかかる。

「やっぱり王家の馬車はすごいですね。快適な乗り心地です」

　谷を抜け、平原を駆け、しばらく進んでいくと、膝の上で眠る我が子の頭を撫でていたフェリシエンヌが、感動を抑えられず新緑色の瞳を隣に座るクロヴィスに向けた。

　天鵞絨張りの座面も厚くすべらかで、アズールがたちまち夢の中に落ちてしまうのもわかる。

「旅芸人の方たちの幌馬車での移動は、すごく揺れたり跳ねたりして、慣れるまでずいぶん酔いがひどかったんです」

　悪阻の方がまだ耐えられました、と言ってフェリシエンヌは苦笑した。

「馬車の性能もあるけど、この辺りの街道は整地が済んでいるからね」

　クロヴィスはカーテンの隙間から外の様子をうかがう。

「ああ、それで。王都まで遠いですから、ありがたいことです」

「その整地、俺が各地の領主に指示した」

「え？」

　彼女は大きな瞳を瞬いて首を傾げた。

「フェリシエンヌの捜索に俺も同行したんだ。いてもたってもいられなくて。それで道のひどさに辟易してね。国庫から予算を割いて、依頼したんだ。王都へ続く大きな街道はほとんど整備が済んでいる。そうすればフェリを探しやすいかと思って」

　クロヴィスは笑みを浮かべているものの、冗談には聞こえない。

「私を、探す為に……？」

　たったそれだけのために国庫を割くなんて、よく他の大臣たちや国王が許したものだ。フェリシエンヌはあっけにとられて口をポカンと開けた。

「最初は反対されたけど、完成してみれば交易が活発になって、以前よりも国は豊かになった」

　クロヴィスはそう言って笑う。

　簡単そうに言うけれど、きっとすぐには承認されなかったはずだ。フェリシエンヌを探す一心で彼が奮闘してくれたのだと思うと胸が熱くなる。

「それに、修道院や孤児院の待遇の改善も行った。フェリが立ち寄るかもしれないと思ったから。そうしたら王家に恩返しがしたいと自警団や騎士団に入団する人間が増えて、町の警備が厚くなった。そのおかげで犯罪が減ったと報告が上がってきた」

「全部、殿下がなさったのですか？」

　驚きを通り越し、尊敬の念を抱いてフェリシエンヌはクロヴィスを見つめた。

「そうだよ。フェリを探すついでにね。初めて王宮の敷地を出たけど、座学では知ることのできない経験ができた。俺の世界が広がったのはフェリのおかげなんだよ」

　クロヴィスは大きな手でフェリシエンヌの頬を撫で、慈愛に満ちた眼差しで視線を返す。

「でも、それを正しく行動に移したのは殿下です。ご立派になられましたね」

　昔のように一歩引いた立場で彼を称賛しようとしたが、つい声が上ずってしまった。

「じゃあ、ご褒美のキスをくれる？」

　すぐに表情をころっと変え、どこにでもいる若者のように軽い調子に戻るのは、かつての彼を想起させる。

「そういう軽いところは変わっていませんね、殿下」

　フェリシエンヌはじとっと目を眇めてみせたが、すぐに顔をほころばせて、素早くクロヴィスの頬に唇を寄せた。

「フェリ……」

　ジーンと瞳を潤ませたクロヴィスは、アズールを抱いているフェリシエンヌの手の甲に自身の手を重ねた。

「大好きだよ」

　五年前と変わらない言葉──いや、今はそれがフェリシエンヌの欲しかった『好き』だとわかったから、一層胸が温かくときめく。同時に下腹部が甘く疼いて、それを悟られないように窓の外の風景を楽しむふりをした。

（もうあの花はないのに、そばにいるだけで体が熱くなる……）

　触れている手から伝わる彼の体温も、心なしか熱い気がする。

　車輪がガラガラと回る音が響いてよかったと思った。高鳴る胸の鼓動が彼の耳に聞こえてしまったら、恥ずかしい。





※






　数日をかけて馬車は賑やかな王都に入り、宮殿へと到着した。

　フェリシエンヌとアズールは、クロヴィスに連れられ、国王夫妻の私室で顔を合わせることになった。

　くすんだ銀髪に色の薄い青色の瞳を持つ国王とは、謁見の間でまみえたことはあるが、こうして机を挟んで向かい合わせに座ることなどなかったので、背筋がぴしりと緊張してしまう。

　王の隣に腰かける王妃も、やや疲れた表情をしているが、指先まで優雅なしぐさが艶やかで美しい。

「フェリシエンヌ・アポリネール。愚息の管理を怠った責任は私にある」

　開口一番、王はにべもなく言った。

（管理だなんて……もうクロヴィス殿下は立派な成人なのに）

　訂正してほしいと思ったが、平民であるフェリシエンヌに王の言葉を遮ることはできない。

「クロヴィスは突然獣化することはなくなったとはいえ、どこでぼろが出るかわからない。それに、すでに第一子が誕生しているという。聞けばその男児も狼獣人だそうだな？」

　そう問われたフェリシエンヌは、膝に抱いているアズールを抱く手に力を込めた。

「申し訳ありません、どうしても産みたかったのです。ですが誓って、誰にも殿下の子だとは話しておりません」

　責めているような強い視線に耐え切れず、フェリシエンヌは磨かれたテーブルの上に目を落とした。

　次に何を言われるのかと縮こまっていた時──。

「ぼく、アズールっていうの。ぼくのおじいちゃんとおばあちゃん、なんだよね？」

　膝に乗っていたアズールの瞳が、臆することなくまっすぐに国王夫妻に向けられる。

「あっ、アズール！　『陛下』とお呼びになるのよ」

「へいかおじいちゃん？　ぼくとお父さんに似て、かっこいいねえ」

　アズールは間違いにも気づかずに、ニコニコと無邪気に笑いかけた。

　クロヴィスは呆気に取られたように目をまん丸にしているし、国王夫妻も度肝を抜かれたように口をあんぐりと開けている。

「た、大変なご無礼を……っ。これから社会のことを猛勉強させますので、不敬をお許しください」

　フェリシエンヌだけが一人で慌てて、何度も頭を下げる。

「おばあちゃんはお花好き？　ぼく、お花で冠作れるから、こんどプレゼントするね」

　焦る母を置いて、アズールが大きな瞳を細めてはにかめば、王妃の瞳がぐっと潤んで脇に逸らされた。

「たしかに……この子には教育が必要なようだな」

　国王が咳払いをして、緩みそうになる口元をこぶしで隠し、言いよどむ。

「クロヴィスが使用している薬をこの子にも使えるのか？」

　なんとか威厳を保った国王が、射貫くようにフェリシエンヌを見据えた。

「この子じゃなくて、アズールだよ～」

　名前で呼ばれないことに不満なのか、アズールがぷくっと頬を膨らませると、王が「そうだったな、アズール」と訂正する。

「おそらくは可能かと。ただ、年齢や体格に合わせて濃度を薄める必要はあると思います」

　フェリシエンヌはアズールに「あとでね」と声をかけてから国王に返答した。

「では、獣化抑制が安定し次第、家庭教師をつける」

　どうしても王家から獣人が誕生したことは、隠し通したいらしい。

「父上。二人は長旅で疲れているのです。さっさと結婚の許可をすると、言っていただけませんか？　そういう約束でしたよね」

　クロヴィスがため息をつきながらぴしゃりと言い放つと、王は苦虫をかみつぶしたような顔に戻った。

「まあ、いいだろう。王家の血をここで絶えさせるわけにはいかないからな」

「俺以外の子供がいればこんなに苦労しなかったのに、お気の毒さま」

　皮肉めいた笑みを浮かべ、クロヴィスはさっさと立ち上がる。

　王妃が何か言いたそうに視線をクロヴィスに向けるが、彼はそれに気づきながらも目を逸らした。

「フェリ、アズール。もうここに用はない。部屋に行こう」

　フェリシエンヌはクロヴィスと国王夫妻に交互に視線をやり、深く頭を下げて彼とともに退室した。




「ごめんね、フェリ。不自由な暮らしになりそうで」

「いえ。ある程度の覚悟はしていましたから大丈夫です。あ、薬師の研究室には出入りできますか？　五年前に職務を放り出してしまったことを謝らなければなりませんし、獣化抑制剤が今どのように作られているか知りたいのです」

　フェリシエンヌは顎に人差し指をあてて、考え込むように天井を見上げた。

　それを見たクロヴィスは、きょとんとした後、ぷっと噴き出す。

「フェリのそういう前向きなところ、全然変わっていないね」

　嬉しそうに笑うクロヴィスを見て、彼女もつられて口元をほころばせた。

　公務は本宮殿でこなしているが、今でもクロヴィスの生活の場は離宮だという。もともとは客をもてなすための建物なので部屋はいつくもあり、好きに使っていいと彼に言われた。

　クロヴィスの寝室とは逆の方に二階に上がる螺旋階段がある。こちらはフェリシエンヌも初めて足を踏み入れる場所だ。

　左奥の部屋に入ると、天井には橙色の明かりが灯ったシャンデリアが下がっていて、暖炉の前に応接用のテーブルとソファが置かれている。それとは別に窓際には白いクロスのかかったテーブルと椅子があった。おそらくここで食事も摂れるようにということだろう。淡い緑の壁紙には風景画が飾られていた。

　緻密な柄の厚い絨毯の上を進めば、続き間の途中に浴室があり、さらに奥が寝室となっているらしい。クロヴィスについて中に入るなり、フェリシエンヌの目には天蓋付きのびっくりするほど大きなベッドが飛び込んでくる。

「フェリシエンヌを連れて帰る気満々だったから、二人で過ごせるように一番大きな部屋を掃除させたんだけど、アズールの部屋も用意してあげないとね」

「一つで十分ですよ。村で暮らしていた家よりも広いですし、ベッドも大人四人くらい眠れそうじゃないですか。もっと小さくてもいいくらい」

「そうかなぁ……まあ、今はいいか」

　クロヴィスが少しだけ残念そうにしている理由がわからなかったが、ふとアズールの方を見るとごしごしと目を擦っている。

「あら、アズール。眠いの？」

　フェリシエンヌが声をかけると彼は「うん」と小さく頷いた。

「夕食を持ってこさせよう。今夜は早めに休むといい」

　クロヴィスの指示ですぐにテーブルの上に素晴らしい食事が並び、生まれて初めてたっぷりと湯の張った浴槽に浸かった。本来なら王太子妃には侍女がつくが、アズールが急に獣化する可能性もあり、その秘密を知られないために、しばらく身の回りのことは自分で済ませるようにとのことだった。

　夕食の時から、瞼を重そうにして舟をこいでいたアズールは、湯あみを済ませ、着替えを終える頃にはもう深い寝息を立てていた。

「だいぶ疲れていたんだね。もう少しゆっくりとした行程の方がよかっただろうか」

　二人の後に湯あみを済ませたクロヴィスが部屋にやってきて、心配そうに我が子の寝顔を覗き込んだ。

「もともと寝つきはいいので、大丈夫かと」

　アズールの横で添い寝していたフェリシエンヌは微笑んだ。

　見上げれば、橙色のランプの明かりに照らされたクロヴィスの銀の髪は、まだ乾ききっていないのか、少し束になったそれが左頬に張り付いている。

　伏せた長いまつげが濃い影を落とし、薄く開いた唇からしっとりとした小さなため息が漏れるのが聞こえた。

　彼はベッドの中央にいるアズールをはさむように、フェリシエンヌの反対側の位置に横たわる。

　再会した時も思ったが、改めてクロヴィスの凛々しさと色気が増している。王太子としての重責をきちんと受け止め、自ら進んで公務を行うことで自信がにじみ出ているのだ。

「俺がアズールと同じ年頃の時はもう一人で寝ていたんだ」

　獣人だからというだけで、人々から隔離されていた孤独な過去だ。

「だから一人でも大丈夫じゃないかな……って思ったけど、きっとフェリがそばにいるから……こんなに安心して眠れるんだよね」

　クロヴィスは明らかに残念そうに眉尻を下げ、フェリシエンヌの頭まで腕を伸ばすと、そっと体の形に添って掌を滑らせた。頬、首筋、肩、そしてその手が腰の線を撫で、止まった。

　彼の体温がナイトドレス越しにも伝わってきて、フェリシエンヌの体もじわりと熱くなる。

「あの、殿下……」

　フェリシエンヌはそっと上体を起こし、クロヴィスを上目遣いに見つめた。

「アズールは嵐の夜でも起きたことがないんです。一度眠ったら、朝まで起きないと思います」

　フェリシエンヌの鼓動がドキドキと速くなっていく。

　クロヴィスの言いたいことが自分の思っていることと合っているだろうか。

　こくり、とクロヴィスが喉を鳴らすのがわかった。

「フェリ。終わってから……三人で寝ようか」

　──終わってから。

　その意味を理解した途端に、フェリシエンヌの下腹部がきゅんと疼いた。

　期待しただけで、想像しただけで、一度クロヴィスを受け入れた場所に熱が生まれる。

　静かに頷くと、クロヴィスはベッドを下りてフェリシエンヌのそばまでやってきて、彼女を抱き上げた。

「お、重くなったでしょう。無理しないでくださいね」

「どこが？　ちゃんとご飯食べているのか心配なくらいだよ」

　しっかりと抱えてくれる腕も、以前よりたくましくなった気がして、フェリシエンヌの頬がじわじわと熱くなっていく。

　扉を開けて廊下へ出ると、少しひやりとした夜気が肌を撫でた。ぴったりと密着しているせいか、彼の引き締まった肉体と温もりがしっかりと伝わってきて鼓動が跳ねた。

（あの頃よりも逞しくなっているような気が……）

　どきまぎと視線を彷徨わせるが、もともと照明の少ない建物でほとんど何も見えない。おそらく獣人のクロヴィスは夜目が利くのだろう、暗闇に近い廊下も迷いなく進んでいく。

　階段を下りきり、昔からクロヴィスが使っている部屋に入ると、広いベッドにゆっくりと下ろされた。

「あ、ちょっと待って」

　クロヴィスがそう言って部屋を出ると、隣室に置いてあったらしいランプに火を点したものを持って戻ってくる。それをベッドのそばのチェストに置いた。暗がりだった分、その程度の明かりでも眩しく感じられて、フェリシエンヌは目を細める。

「殿下は……真っ暗でも周りが見えるんですよね？」

「ああ、問題ないよ。でも明かりがあった方がフェリの体の隅々までよく見えるから」

「み、見なくていいです」

「そんな意地悪なこと言わないでよ」

　クロヴィスは薄く笑って、フェリシエンヌの上に覆いかぶさると、ガウンの腰ひもを解いて着ているものを脱ぎ捨てた。

　想像していた通り、細身ながら引き締まった体が現れて、ドキドキしてしまう。

「フェリはあの頃とちっとも変っていないね、とても綺麗だ」

　うっとりとした表情でフェリシエンヌの頬を掌で撫で、その手をシルクのナイトドレスのボタンにかけると、一つずつゆっくりと外していった。

　彼は無言だったが、その視線を痛いほど感じてフェリシエンヌの体の奥がちくちく疼き出す。

「まだ何もしていないのに、フェリのここは気が早いね」

　ボタンを外すのを腹の辺りで止めたクロヴィスが低く笑って、その手を乳房に伸ばした。

　服の上からでも豊かな山を描く張りのある乳房の頂きがつんと生地を押し上げていたのだ。そこを指で摘ままれ、フェリシエンヌの腰が跳ねる。

「ひゃ……っ」

　きゅうっと甘い愉悦が全身に広がり、触れられていない下腹部の奥が熱を持った。

「感じやすいのも変わっていない」

　クロヴィスは彼女の乳嘴の根元を二本の指で挟みながら優しく撫でる。

「ふ……ぁっ」

　衣服に邪魔をされ、中途半端な刺激はかえって官能に火をつけやすい。

　指の動きに合わせて、びくびくとフェリシエンヌの体は震えた。

「むしろ、もっと敏感になっているみたいだね」

　彼の掌がねっとりとした動きで胸を撫でるから、硬くしこった乳嘴が服に擦れてじわじわと愉悦が生まれる。

　もっと触れてほしいと思うのに、その手は滑るように脇腹を撫で、細い腰の線を愛でて、へその周り、薄い和毛をなぞった。

　すでに蜜の泉と化している秘所は、いつでも触れられる準備ができていたが、彼はそこを避けて太腿に手を滑らせた。反対の手でもう片方のふくらはぎを撫で、おもむろに足を持ち上げると、かがんでつま先にキスをした。

「や……っ、そんなところ、汚いです……っ」

　頭をもたげ、左右に首を振るが、彼は足の指一本一本丁寧に唇の熱をあててくる。

　足の甲を吸い上げられるとくすぐったくて、額の辺りがむずむずしてきた。

「は……っ、殿下、それくすぐったい……」

　足首を舐められ、笑いそうになるが、彼のしっとりとした息遣いとぬるぬるした舌の感触が官能的で、じれったい愉悦に変わっていく。

「あ……もう、だめ、です」

　フェリシエンヌが言うと彼が足を下ろしてくれたのでホッとしたが、それも束の間で今度は反対の足を同じように舌が這う。

「ひぅ……っ、いや、やめて……」

　ねっとりとしたキスに、全身が火照り、呼吸が浅くなってきた。

　早く強い刺激が欲しいと言わんばかりに、下腹部の奥がずっとうねっているのがつらかった。

「やめて？　フェリの蜜の匂い、さっきよりもずっと濃くなっているよ？」

　膝下にかかっているナイトドレスの裾をわずかに捲りながら、クロヴィスが意地悪く尋ねてくる。

「ちが……そうじゃないの……」

　フェリシエンヌは体の奥の疼きに堪えるように唇を軽く噛んだ。

「初めての時は俺が我慢できなくて急がせちゃったからね。今度はちゃんと時間をかけて気持ちよくしてあげるから」

　クロヴィスはうっそりと笑って、口づけを徐々にふくらはぎ、膝、太腿と移動させた。内腿をちゅぷちゅぷと音を立てて甘く吸いながら、ナイトドレスの残りのボタンを器用に外していく。

「んんっ、やぁ……だめぇ……」

「どうしてほしい？　フェリの言うこと聞くよ？」

　子供に話しかけるような優しい口調だが、その青い瞳の奥には情欲の炎が揺らめいていた。

「わか……っ、わかってるくせに……」

　恥ずかしさのあまり、フェリシエンヌの瞳にじわりと涙の膜が張る。

「言ってくれないとわからない」

　クロヴィスが内腿の柔らかな肌にそっと歯を立てる。

「きゃぅ……っ、も、もう我慢できないの。中に……入れて」

　答えながらも勝手に腰が大きく揺れて、フェリシエンヌは顔を真っ赤にしながら答えた。

「もっとキスしてほしくない？　こんなに早く入れちゃうなんて五年前と変わらないけど、いいの？」

　再度確認してくるクロヴィスに、フェリシエンヌは必死でこくこくと頷く。

「ああ、かわいい。俺だけのフェリ」

　クロヴィスは彼女のドロワーズを脱がせ、両足をたやすく大きく開いた。

「こんなに濡らして……最高の眺めだよ」

　熱をはらんだ視線がフェリシエンヌの秘所に注がれる。

　たったそれだけでフェリシエンヌは感じ入ってしまって、とろとろと新たな蜜を零した。

「中に入れてほしいんだったね？」

　言うなり、しなやかな指がぐちゅっと淫らな水音を立てて泥濘に沈んだ。

　ぞろりと蜜窟をなぞる指先の少し冷たい感覚に、自分以外のものが入ってきたことを明確に知らせてきて、肌がぞくぞくと興奮で粟立つ。

「はぁ……あ、あっ」

　五年ぶりの愛撫だというのに、体はあの日のことを忘れておらず、愉悦を微塵も逃すまいと蜜襞がうねり、彼の指に絡みつく。

「中、久しぶりだから狭いね。でも、とろとろであったかい」

　じゅぷじゅぷと粘性の水音を立てて、彼の指が根元まで抜き差しされ、フェリシエンヌは大きく背中をしならせた。

「や、あぁっ」

「ここだね」

　指の腹で隘路のざらつく部分をなぞられ、フェリシエンヌはいやいやをするように秘色の髪を乱した。

「入れてほしかったんでしょ？」

　クロヴィスにくすっと笑われて、フェリシエンヌは片手で顔を覆った。

「恥ずかしいの？　感じている顔をもっと見せてよ」

　隘路を押し拡げる指が二本に増やされ、蜜をどろどろと掻き出される。

「ひぁ……っ」

　ついには三本に増やされ圧迫感が増すが、バラバラに動く指先は確実にフェリシエンヌを高みに追い詰めていった。

　もどかしい疼きを逃そうと腰は大きく揺れ、背中をのけぞらせると、クロヴィスが彼女の前にのしかかってきて、乳房をぱくりと口に含む。

「あっ、やぁん……っ」

　ちゅうっと胸の頂きを吸われて、蜜襞が収縮して彼の指を締めつけた。

「顔、見せて」

　片手で、顔を覆っていた手を掴まれ、そのまま指と指を絡まされてシーツに縫い留められる。

「真っ赤だね。俺のこと欲しがって。もっとねだっていいんだよ」

　ぐちゅぐちゅとめいっぱい指を奥まで入れたり、そうかと思えば、浅い部分だけを執拗になぞったり、頭の芯が熱く擦り切れそうになると力を弱められる。

「あっ、そんなこと言えな……あ、あ、だめ……」

　切羽詰まった息遣いを繰り返しながら、フェリシエンヌの腰は、抜けそうになる彼の指を追いかけるように浮き上がっていた。

「何が欲しいのか、言ってくれる？」

「どうして、そんな意地悪……」

「言ってくれないなら、終わりにするよ」

　ずるっと指が引き抜かれる勢いに、フェリシエンヌは泣きそうな顔になって首を横に振った。

「もっと……奥に……クロヴィス殿下の、ください……」

　何を、とまでは言えなかった。

　だが、クロヴィスはその言葉で満足したらしく、フェリシエンヌの唇を自身のそれで塞いで、再び蜜窟をかき混ぜた。

「んんっ……ふ、ぅ……」

　しなやかな舌が口腔を舐め、フェリシエンヌの体から力が抜けると、縮こまっていた彼女のものに絡みついてきた。

「は……ふぁ……」

　ふわふわと意識が舞い上がり、たまらないほどの快感がフェリシエンヌの体を支配していく。

「ああ……大好きだよ、フェリ」

　唇を離し、クロヴィスは蜜窟に埋まっている指を折り曲げ、フェリシエンヌの弱い部分めがけて愉悦を送ってきた。

「あっ、ああぁっ、だめ……っ、おかしくなっちゃう」

　次から次へと襲ってくる快楽の波に翻弄されて、フェリシエンヌの目尻にたまっていた涙が頬を伝い落ちる。

　それでもクロヴィスは手を緩めなかった。

「いやっ、も……だめなの……っ。気持ちよすぎて……っ」

　フェリシエンヌは髪を振り乱し、腰をがくがくと揺らす。

　だが、容赦ない愉悦を送り込まれた子宮は戦慄き、だらだらとクロヴィスの手を濡らすだけだった。

「達く……っ、もう、達っちゃう！」

　視界が涙で滲んで、クロヴィスの顔がよく見えない。

「はぁ……っ、あっ、だめ、もう……、ひああぁ……！」

　最後には言葉にならない嬌声を上げて、フェリシエンヌの意識は真っ白な波にさらわれていった。

　むなしくシーツを搔いていたつま先までぴんとこわばっていた。やがてそれは糸の切れた人形のようにずるずるとシーツの波に沈む。

　全身から汗が噴き出して、豊かな胸が大きく上下していた。

　まだ快楽の余韻が残る蜜窟がうねって、彼の指に絡みつく。

　気持ちいい。

　絶頂に達したというのに、依然として下腹部の奥に熱がくすぶり、もっと彼が欲しいと甘く疼いた。

「すごくじれったそうにしているね、フェリの中」

　クロヴィスは指を入れたまま、つないでいた手を解いてフェリシエンヌの足の間に移動すると、そこに顔を埋め、濡れそぼった秘花を舐め上げた。

「ひゃん……っ、まだ、落ち着かないのに……っ」

「遠慮しなくていいよ」

　ちろりと舌先が這ったのは、敏感な花芽の部分だ。

「や……待って……ねえっ、あぁん！」

　フェリシエンヌは彼の銀色の髪をくしゃりと掴んだが、まったくひるむ様子もなく、ちゅぷちゅぷと花芽を吸い始める。

「だめ、そんなの、すぐ達っちゃうからぁ……」

　花芽をぬるぬると舌で転がしながら、指は蜜襞を擦り上げることをやめない。

　同時に与えられる愉悦に、フェリシエンヌはびくんびくんと腰を揺らし、絶え間なく嬌声を上げた。

　何かを搾り取るみたいに蜜襞がクロヴィスの指に執拗に絡みつくが、彼は最奥を押し上げる。

「ふぁ……っ、また……達く……っ」

　もう何も考えられなかった。クロヴィスの髪から手を離し、懸命にシーツにしがみつく。

　下腹部から鮮烈な愉悦が体を貫いて、頭の芯を焼いたような感覚にめまいがした。

　呼吸するだけで精一杯のフェリシエンヌの体から、ようやくクロヴィスが指を引き抜く。その刺激に蜜窟が激しく戦慄き、びゅ、と弧を描いて蜜が噴き出した。

「やあぁっ！　は、あっ……あぁ……」

　指先まで甘怠くて力が入らない。四肢を投げ出し、陶然としていると、クロヴィスに背中を支えられて抱き起された。

　クロヴィスの足をまたぐように向かい合わせに膝をついたフェリシエンヌは、彼にもたれかかるように背中に腕を回した。

「気持ちよかった？」

　耳元で心地のいい甘い声が響いて、胸がきゅんと切なく疼いた。

「……すごく」

　素直に頷くフェリシエンヌをそっと抱きしめて、クロヴィスは彼女の目元にキスして流れる涙を吸った。

「でも、もっと気持ちよくなりたいでしょ。俺の体使っていいから」

「え？」

「フェリが欲しいなら、好きに使ってよ」

　クロヴィスはフェリシエンヌの手を取ると、腹部まで反り返った猛々しい熱杭まで導いた。

「え、あ……」

　固く強張った剛直はとても熱く、先端からは透明な液体が溢れていて、それに触れたフェリシエンヌの手もまたぬるぬると濡れた。

「フェリが挿れて」

　クロヴィスの瞳がいたずらっぽく、すっと眇められた。本気のようだ。

　フェリシエンヌは彼の太腿の上にまたがったまま、その端正な面立ちと本能をむき出した剛直を見下ろして、ごくりと唾を飲み込んだ。

「できるか……どうか……」

　クロヴィスの肩に左手を置いて腰をゆっくりと上げ、握った熱い切っ先を蜜で潤んだ秘所に押し当てる。

「ふ……っあ……硬い……」

　ぬちゅりと水音がして蜜口がそれを呑み込むと、蕩け切った媚肉はたやすく彼を受け入れ、腰を落とすごとにみっしりと中が満たされていく。

「まだ、全部入っていないよ？」

　肉茎から手を離し、クロヴィスの肩に両手で掴まって浅い呼吸を繰り返す彼女に、彼は優しく問いかける。

「もう……奥まで入って……」

「嘘はいけないよ、フェリ」

　クロヴィスはフェリシエンヌの腰を掴んで容赦なく穿ち上げた。

「あぁ……！　そんな、深すぎます……っ」

　まるで内臓すべてを押し上げられてしまいそうな質量に、ぞくぞくと感じ入ってしまい、フェリシエンヌは背中をのけぞらせた。

「気持ちよくなりたいなら、動いて」

「ん……はぁっ、あ、やぁ……っ」

　ゆるゆると腰を上下に振ると、ぬちぬちと粘った水音がして、蜜窟が擦り上げられる。

「それじゃ、足りないんじゃない？」

　クロヴィスに言われるままに、彼の上で体を弾ませると、さきほどよりも淫らな水音とともに、フェリシエンヌの口から嬌声が漏れた。

　自分から腰を振り、快楽を得る恥ずかしさで顔から火が出そうだった。

　なんとか声が出ないように唇を引き結ぼうとしても、体に力が入ると蜜洞まで締まってしまい、熱塊の存在がはっきりと感じられて余計に意識がそちらに向いてしまう。

「は、あぁ、ふぁ……あっ、あっ」

　彼の形に変えられた蜜窟がうねり、繋がった部分からだらだらと雫を垂れ流した。

「いっ……達きそう、です……」

　さきほど官能を極めたばかりだというのに、なんと浅ましい体なのだろうと、フェリシエンヌは自分で呆れてしまった。

　それでも腰の動きが止められない。内腿は小刻みに震えて力が抜けそうなのに、もう本能としか思えない。

「あっ……あぁぁっ」

　言葉にできないほどの快感が腰の辺りから頭の先までを貫いていき、フェリシエンヌの瞳から涙が零れた。

　じわじわと温かいものが太腿の間を流れていき、シーツに淫らなシミを作っていく。

「自分で動いて気持ちよくなった？」

「わ、私だけ……気持ちよくなるなんて……」

　恥ずかしくてクロヴィスの顔が見られず、彼の首にしがみついた。

「普段は真面目で勤勉なフェリが、実はこんなに淫らだったなんてね」

　クロヴィスの忍び笑いに、フェリシエンヌは耳まで熱くする。

「それは……クロヴィス殿下が、私の体をこんな風に……」

　顔を真っ赤にし、視線をあちこちに彷徨わせるが、我ながら苦しい言い訳だとフェリシエンヌは思った。

「五年前のあの夜、おかしくなったのは花のせいだって言っていたの、覚えている？」

　クロヴィスが懐かしそうに目を細め、フェリシエンヌのほつれた髪を優しく耳にかけてくれる。

「花……そうです、あれにはきっと判断力を鈍らせるような成分があって……」

　結局あの花の正体はわからずじまいだった。あれがなければフェリシエンヌも理性を保ち、クロヴィスへの恋心も胸に秘めたままにしておけただろう。

「あれね、隣国で獣人よけの香料の原料に使われているんだって。あとで薬師長に教えてもらったよ」

「獣人よけの香料？」

　フェリシエンヌは目を瞬かせ、首を傾げた。獣人を避ける環境にいなかったフェリシエンヌには寝耳に水の情報だった。

「そう。調べてもらったんだ。ものすごく甘ったるい香りがして、その場にいられないくらい強烈なもの。大方、荷物を獣人の窃盗団から守るために一緒に船に積まれたものの、そこで開花する前に港に着いたんだろうって。たしかに甘すぎてひどい臭いだった。でも目の前に大好きなフェリがいたから、君にくっついていれば君の香りの方が何倍も魅力的だった」

「び、媚薬などでは……」

「……じゃない。あの夜もフェリはいっぱい乱れてくれたよね。あれは花のせいなんかじゃないってこと」

　クロヴィスは嬉しそうに目を細める。

「う……」

　顔が熱くて、フェリシエンヌは両手で顔を覆った。

「もう素直に言いなよ。俺が欲しいって」

　艶やかで蠱惑的な美声には、独占欲が滲んでいる。

　クロヴィスはそっとフェリシエンヌの手を取って握りしめると、真っ赤になった顔を間近で見つめられた。欲情を孕んだ熱っぽい瞳はまるで彼女の心の中を覗き込んでくるようだ。

　理性と羞恥の狭間で揺れたその刹那、弛緩しきった子宮を熱杭で一気に最奥まで突き上げられ、油断していたフェリシエンヌの目の前に星が瞬いた。

「ひぁ……っ」

　激しい抽送に視界が大きく揺れて、蕩けるほどの恍惚感に支配され、力の抜けた口端からはよだれが銀糸を引いて伝い落ちる。

「クロヴィス殿下ぁ……！」

　ぐちゅぐちゅと愛蜜を絡ませながら、フェリシエンヌは背中を弓なりに逸らして鮮烈な愉悦に耐えようと努力したが、無駄だった。

　後ろに倒れ込みそうになるが、両手をしっかりと握られているので、座ったままの体勢から逃れられない。

「やぁぁ……すごい、激し……っ」

　極限まで質量を増した灼熱の剛直に貫かれて、理性が焼き切れそうだ。

「あぁっ、だめ……っ、よすぎて、また達く……っ」

「俺も、一緒に達かせてくれ」

　クロヴィスが息を乱しながら、一層力を込めて熱杭を突き立ててくる。ずん、ずんと重く甘怠い衝撃に、思考はぐずぐずに蕩けていった。

「はぁ……あぁっ、気持ちいいっ、すごくいいのっ。クロヴィス殿下……！」

　手を解かれ、汗ばむ背中に腕を回してきたクロヴィスに腰を振り立てられると、フェリシエンヌの胸の頂きが彼の引き締まった胸筋で甘く擦られ、たちまち官能の限界に押し上げられる。

「俺も、すごく気持ちいい。愛しているよ、フェリ」

　震えるほどの快感に、視線が定まらなくなったフェリシエンヌの腰をがっちりと掴んだクロヴィスは、ぐっと息を詰めた。

「あ、あっ、ああぁ……」

　絶頂を超えたフェリシエンヌの泣き濡れた瞳には、利発な顔立ちが余裕をなくして大粒の汗を零す彼の姿が映る。

　弾けるような鮮烈な快楽が腰の辺りから駆け上ってきて、全身が細かく震えた。それを耐えるようにつま先が丸くすぼまるが、やがて力尽きたように弛緩する。ただ楔を呑み込んでいる淫襞だけが、ねだるようにきつく絡みついていた。

　そのことに気づいたクロヴィスのこめかみを汗が伝う。

「ああ、なんて愛らしすぎるんだ」

　艶やかなため息をつき、妖しく誘うような笑みを浮かべた彼は、甘い痺れに酔いしれている彼女の唇を貪るように口づけた。

「んっ……ふぅ……」

　ぎゅっと彼にしがみつき、男らしい匂いを吸い込むと、一段と激しく楔を打たれ、最奥にびゅくびゅくと熱い精が放たれた。じわりとそれが広がっていくのを感じながら、再びみだりがましく淫筒が戦慄く。クロヴィスもゆるゆると熱杭を擦り上げ、残滓を吐き出してきた。

　お互いに、荒い呼吸が整うまで、無言だ。とはいえ、とても幸福に満たされた時間だ。

「も、もう……足に力が入りません……」

　フェリシエンヌは、彼の肩に頬を押しつけて困ったように呟く。

　腰が抜けてしまったのか、下肢の感覚がほとんどない。動かそうとすると太腿ががくがくと震えてしまい、フェリシエンヌは苦笑した。

「それならよかった。俺のもとから二度と逃げられないように、毎晩いっぱい愛してあげるから」

　クロヴィスはフェリシエンヌの頭を撫でて顔を上げさせると、両頬を優しく包み込み、慈しむように深く優しく口づける。

　こわいほど一途な想いで、心が満たされていく──。







第三章 美しき獣の独占欲に溺れ








　フェリシエンヌとアズールが離宮で過ごすようになって、ひと月が経過した。

　獣化抑制剤の濃度は慎重に試されていたが、薬の配合もほぼ完成形になっていたので、クロヴィスの時よりも難なくアズールにぴったりの薬を作れるようになっていた。

　時々、耳だけぴょこんと狼のものになってしまうが、昼間はほぼ人間の姿で過ごせるようになって、アズールは村で過ごしていた時よりも笑い声を響かせてくれる。同時にそれは、彼の存在を隠しておくことが難しくなることを意味していた。

「俺たちは五年前に結婚したことになっているから」

　公務の合間に二階の居室にやってきたクロヴィスは、紅茶を飲みながら世間話をする調子でとんでもないことを口にする。

「それ、本当ですか？」

　フェリシエンヌは目を丸くした。

　彼女の隣に座るアズールは、母親のびっくりした様子をきょとんした目で見つめる。

「それは、まあ、そうしないと説明がつかなくなるから……って、俺が悪いわけだけど」

　クロヴィスがしゅんと肩を落とすと、耳を垂らす子犬に見えてしまうから責める気にはなれない。

「貴族は結婚するまで純潔を貫くという……慣例ですよね？」

　フェリシエンヌはアズールに聞かれないように、クロヴィスの耳元で囁いた。

「そうだよ。それなのに俺は自分の気持ちに気づいてほしくて必死で、頭から抜け落ちていた。俺が獣人じゃなかったら、自分を抑えることができたのかな……」

　クロヴィスは眉根をへにゃりと下げて、潤んだ瞳で上目遣いにフェリシエンヌを見つめてきた。

「殿下は悪くありません。私がいいと思ったんです。あの時すごく嬉しかったから……」

　フェリシエンヌは、頬を染めてはにかんでみせた。

　この国では貴族でも恋愛結婚が認められていて、婚前交渉もないわけではない。しかしながら高位貴族の間では古いしきたりや伝統が重んじられているため、貞操感は堅い。

「ありがとう、フェリ。それとアズールの存在を説明するためにも、俺たちは五年前に結婚して、その後で生まれたことにしようと秘密裏に重鎮たちの会議で決まったんだ。俺が小さかった頃に体が弱かったという嘘っぱちの設定がここで活きたよ。父と同じ病で人前に出られない息子と、彼を看病するためにフェリシエンヌは二人で田舎暮らしをしていたということにしたんだ」

　それでも王族の結婚を内密に済ませることは、異例だと批判されかねない。

　果たしてその理由が通用するのかわからないが、今はそれよりもいい案が浮かばないので頷くしかなかった。

「不安だよね。でも、誰に何を言われても絶対に君たちを守るから」

　真摯な瞳で見つめられ、フェリシエンヌは微笑んだ。

「ありがとうございます、殿下」

　五年も自分を探してくれていた彼のことを自分が信じないでどうするのだ。フェリシエンヌは、何があってもクロヴィスについていこうと改めて心に誓った。

「お気持ち、ありがたく頂戴いたします、父上」

　母親の返答に合わせてアズールがたどたどしくも、覚えたての丁寧な言葉遣いを披露する。

　かつてクロヴィスにもつけられた家庭教師が、アズールにも同様につけられたのだ。言葉遣いから始まり、昨日からは読み書きの勉強にも入っていた。

「立派だなあ、アズールは。俺よりも見込みがあるぞ」

「わーい！　父上に褒められたぁ」

　アズールはぴょんと椅子から立ち上がって万歳する。

「まあ。お茶の途中よ、アズール」

　我が子をたしなめつつも、彼の笑顔には弱い。まだまだ貴族としての態度としての合格点はあげられないが、元気に育ってくれているだけでフェリシエンヌは嬉しかった。

「あ。もうこんな時間だ」

　ポケットから懐中時計を取り出したクロヴィスが、紅茶を飲みほして立ち上がる。

　フェリシエンヌも彼に合わせて席を立った。

「今日は夕方まで地方領主たちとの謁見の予定が入っている。その後、彼らと晩餐があるから、今夜はかなり遅くなると思う。俺は下の寝室で寝るから、先に休んでいて」

　クロヴィスはアズールの頭をくしゃりと撫で、フェリシエンヌの頬に軽くキスする。

「わかりました。あまりご無理はなさらないでくださいね」

「いってらっしゃーい」

　フェリシエンヌとアズールに見送られて名残惜しそうに微笑したクロヴィスが、部屋を出ていく。

　それからほどなくして、別の訪問者があった。

「……クロヴィスがこちらに来ていると聞いたのだけど？」

　侍女を伴って居室にやってきたのは、上品なベージュのドレスを身にまとった王妃だった。彼女は扇で口元を隠してキョロキョロと部屋を見回す。狭くはないが、パッと見て隠れるような場所のない部屋だ。彼がいないことはそこまで探さなくても明白だった。

「殿下は謁見のご予定があるとのことで、さきほど本宮殿へお戻りになられました」

　フェリシエンヌがそう答えると、王妃は落胆したような安堵したような複雑な表情を浮かべた。

「おばあさま。ようこそ、おいでくださいました」

　アズールが言葉を確かめながら、かしこまって頭を下げる。

「ま、まあ。毎日勉強を頑張っているようね。これは私からの褒美です」

　王妃は目を見開き、しずしずとアズールのそばにやってくると、小さな肩に手を置いて顔を上げさせた。

　それから後ろを振り返り、随伴してきた侍女からクッキーの乗った皿を受け取り、アズールに手渡した。

「わあぁ、とっても甘い匂いがする！　これ、食べてもいいの？」

　アズールの瞳がたちまち輝き出す。

「ええ。召し上がりなさいな」

　王妃は慎重に皿を運ぶアズールを、目を細めて見つめていたが、その瞳には微かな寂しさが滲んでいた。

「アズール。お父様の分も少し残しておいてあげるのですよ」

「うん！　これすごくおいしそうだから、父上にも食べてほしい」

　アズールの快活な返事に、王妃はホッとしたように口角を上げる。

　王妃は、フェリシエンヌのマナー教育を自ら行うと言い、数日前から離宮を訪れるようになっていた。事情を知らない第三者に任せられないということらしいが、実は他に理由があるのだ。

　最初に王妃がここへやってきた時、彼女の顔色がひどく悪かったことを、フェリシエンヌは思い出した。




『あなたは、あの子が怖くないの？』

　王妃はアズールを見つめながらフェリシエンヌに尋ねてきた。

『いいえ。とてもかわいいですよ』

　即答すると、王妃の瞳に悔恨の涙が浮かぶ。

『私は……クロヴィスをかわいいなんて、思えなかった』

　青い顔で呟いた王妃を、フェリシエンヌはソファに促した。

『獣人は呪われた子だと。不貞を疑われたり、心無い言葉をかけられたりしたわ。私は陛下の子を産んだだけなのに。いっそクロヴィスがいなくなればいいと思った時もあった』

　王妃は膝の上できつく手を握りこむ。

『けれど、陛下と私の間にはその後、どれだけがんばっても子を授かることはできなかったの。公にはしていないけれど、他の女性との間にもできなかったわ』

　王妃が淡々と話すのを、フェリシエンヌは相槌を打ちながら黙って聞いていることしかできなかった。

『陛下は一度、高熱で何日も臥せっていたことがあるの。侍医が言うには、それが原因で子種が作れない体になったのではということだったわ。つまり、リュクサンド家の血を引く子は、その時クロヴィスしかいなかった』

『もし、クロヴィス殿下以外に男の子が生まれていたら……』

　フェリシエンヌはそこまで言いかけて口をつぐんだ。アズールの前で言葉にはできなかったが、王妃が頷いたのが答えだろう。

　おそらく、獣人ではない普通の人間の男児が生まれた場合には、クロヴィスの存在をなかったことにするつもりだったのだ。

『王位継承権を持つ大切な子だというのに、私は獣人であるあの子が恐ろしくて、ずっと遠ざけてきた。だからあの子も、私や陛下のことを憎んでいる。いつか牙を剥くのではないかとおびえてきた。けれど、アズールの笑顔を見て、私は間違っていたのだと気づいたわ』

　母親は私一人しかいなかったのに、と王妃はそこで言葉を詰まらせる。

『……今からでも遅くないと思います。時間はかかるかもしれませんが、絡まった糸はいつか必ずほぐれます』

『フェリシエンヌ……』

　王妃の頬を涙が伝った。フェリシエンヌは王妃の肩にそっと手を伸ばして、優しくさすった。

　それから頻繁に王妃は離宮を訪れている。フェリシエンヌへの妃教育という名目だが、本当は無邪気なアズールと過ごすことで、昔の自分を慰めているのか、あるいはクロヴィスに謝罪するきっかけを作りたいと思っているのだろう。

　一方、クロヴィスの方は、できるだけ顔を合わせないようにしているのか、王妃の訪問時間の前にはさっと姿を消してしまう。

　必要としている時にそばにいてくれなかったのだ、クロヴィスが両親を毛嫌いする気持ちはわかる。

（きっと、歩み寄ることはできる……）

　ここまですれ違ってきたのだから、今さらすんなりとはいかないだろう。

　クロヴィスはとうの昔に親の愛情をあきらめていた。これからもその手を必要とはしないかもしれない。それでも唯一無二の肉親なのだ。

（本音をぶつけ合いながら、こじれた糸がほぐれたら、私がアズールをかわいいと思うように、王妃殿下もクロヴィス殿下のことを同じように思えるんじゃないかしら）

　目に入れても痛くないくらい愛しい存在。周囲から除け者にされても自分だけは味方でありたい。フェリシエンヌの育ての親も、何歳になってもたっぷりの愛情を注いでくれた。若い頃はそれに呆れる時期もあったが、母親になった今では彼らの気持ちがよくわかる。

（我が子はかわいい！）

　駄々をこねたり、いたずらをしたり、楽なことばかりではなかったものの、アズールがくれる笑顔や温もりは何にも代えがたい幸せだ。

　少しずつ歩み寄れる手助けができればいいなとフェリシエンヌは微笑した。




「さあ、フェリシエンヌ。今日はカーテシーの復習からよ」

　王妃はアズールに向けていた柔らかな視線から、きりっと表情を変えて閉じた扇をぱちんと手で鳴らした。

　フェリシエンヌはそこでハッと我に返る。

「王妃殿下。ご指導よろしくお願いいたします！」

　フェリシエンヌは、がばっと腰を深く折った。

「頭を下げ過ぎ。動作も優雅ではないわ。指先まで、髪の毛先まで、動きを意識しなさい」

「は、はい！」

　クロヴィスと並んでも恥ずかしくないように、完璧なマナーを身に着けるのだ。

　他の貴族令嬢がよかったなどと思われないように。

　この日の指導は夕方まで続いたが、苦にはならなかった。その間、アズールは積み木やコマをつかって一人で遊んでいたが、休憩時間になると王妃が絵本を読んでくれたので、退屈せずに待っていてくれた。

　その後、夕食と湯あみを済ませ、フェリシエンヌはアズールとともにベッドに入った。

「殿下は、遅くなると言っていたわね」

　言われていた通り、先に休んでしまおうかと思ったが、なかなか寝付けない。隣では天使のようにかわいらしい寝顔の我が子がいた。そっと肩に掛物を引っ張り上げてやると、夢の中でにこっと微笑む。

「そうだ。クッキーを忘れていたわ」

　湿気が入らないように蓋をしてあるが、せっかく彼に食べてほしくて王妃が持ってきたものだ。

　これを持っていって少し彼と話してみようか。それとも余計なお世話だろうか。

　考えているとますます目が冴えてきてしまい、フェリシエンヌは小さく息をつくとベッドから抜け出す。

　ベッドの横のテーブルに置いてあるランプに火を点し、彼女はそっと居室へ向かった。

「なんだか明るい……」

　カーテンを閉め忘れた窓から青い光が差し込んでいる。

「ああ、今夜は満月なのね。綺麗」

　銀色の静謐な光をしばし浴びたフェリシエンヌは、当初の目的を思い出し、テーブルの上に置いたままのクッキーの皿を持って階段を下りた。

　するとわずかな物音がクロヴィスの寝室から聞こえた気がして、彼女は顔を明るくした。

　もう戻ってきてるのなら、上で一緒にベッドに入るように声をかけてみよう。

「殿下。起きていらっしゃいますか？」

　とんとんと小さく扉をノックする。

「フェリ？　今は来ないで……」

　中から、ややくぐもったクロヴィスの声が返ってきた。

　やはり彼は戻ってきていたのだと思ったが、その言葉を聞いて扉のノブを回す手を止める。なんだか苦しそうな息遣いとシーツを掻く音が耳に入った。

「殿下……？　どこか具合でも悪いのですか？」

　普段と違う空気を感じて、フェリシエンヌはノブに手をかけたまま尋ねた。

「大丈夫だから。一人にしてほしい……」

　そう答えるクロヴィスが最後に呻いたので、フェリシエンヌは思い切って扉を開けて、寝室に踏み込んだ。

「やっぱり心配で──」

　ランプで照らされた床には、クロヴィスの服が抜け殻のように散らばっている。そのまま視線を奥へ向けると、天幕のかかったベッドの上にうずくまる大きな影が見えた。輪郭は人間のものに似ているが、大きな耳と長い尾が揺れている。

　──獣化。

　フェリシエンヌは息を呑んだ。

　五年前のかつては、夜間に自然と狼の姿になってしまうことはあった。だが再会してからは、朝に一度薬を服用すれば、自分の意思で獣化をコントロールできていたはずだ。今朝もきちんと飲んだのを彼女自身も見ている。

「ああ……フェリ。君には見られたくなかったのに……」

　天幕の向こうでクロヴィスの泣きそうな声がして、フェリシエンヌはランプとクッキーの乗った皿を小机に置くと、そっと薄い絹をめくった。

　するとベッドに伏せている巨大な銀狼の獣人が、わずかに頭をもたげ、湖水のように潤んだ瞳をフェリシエンヌに向けてきた。

　その姿は人間とも獣とも違う。頭部は狼そのものだが、体格は人間に近く、全身は厚い毛並みで覆われている。手足は獣の形で鋭い爪もあり、腰には長い尾も生えている。完全に獣の姿になるよりも、この中間の姿に威圧感を覚えると忌避する者は多いらしい。

（殿下がこの姿になっているところは初めて見たわ）

　いったい彼の身に何があったというのだろう。

「クロヴィス殿下。晩餐会でつらいことでもあったのですか？」

　フェリシエンヌはベッドに腰かけて、彼の柔らかな毛並みを包み込むように、その顔に頬を寄せる。彼は腕の中で静かに首を横に振った。

「……満月が空に輝いている間だけは、薬が効きにくくて、自分の意思でもどうにもできない。獣としての性が勝ってしまう。せっかく人並みの生活が送れると自信がついても、これだ。フェリを幸せにしたいのに、結局獣人の俺は、人の目を避けて生きていかなければならない。こんな醜い俺なんか、生まれてこなければよかったのに」

　クロヴィスは苛立たしげにうなり声をあげる。

「殿下！　そんなこと言わないでください。私は、一緒にいられて幸せです。あなたが醜いなんて思いません。生まれてこなければよかったなんて言わないで」

　フェリシエンヌは彼をぎゅっと抱きしめる。

　彼が今までも満月の夜はこうして孤独に耐えていたのだろうと思ったら、胸が苦しくなった。王族に生まれてしまったばかりに、獣人であることをひた隠して生きていくつらさを、なくしてあげることはできないのだろうか。

「本当はお薬なんて飲む必要ないんです。このままの姿だってかまいません。薬で無理に抑えなくても、殿下は殿下です。その心は誰よりも優しくて綺麗なんですから」

　一人で頑張らないで。

　フェリシエンヌの瞳からぽろりと涙がこぼれて、銀の毛並みに吸い込まれた。

「こんな恐ろしい姿でも？」

「とっても綺麗ですよ。人狼の姿も勇ましくてかっこいいです」

　もふもふの毛並みに顔を埋めて、フェリシエンヌは微笑んだ。

「……じゃあ、ここに横になって」

　おもむろにクロヴィスが体をずらしたので、フェリシエンヌは靴を脱いでベッドに仰向けに横変わる。そのほっそりとした体のラインをまたぐように、銀色の獣が彼女を見下ろす。

「これでも怖くない？」

「はい」

　フェリシエンヌが目を細めて手を伸ばし、彼の鼻先を撫でる。彼はその手に頬を擦りつけるように頭を屈めてきた。

　そのままフェリシエンヌの唇と触れ合う。サラサラの体毛がくすぐったくて、くすっと笑うと、長い舌で唇やおとがいを舐められた。

「ん……っ」

　人間のものとは違うざらりとした感触で幅の広い舌が首筋を這う。時々鋭い牙が白い肌に当たるが、噛むのではなく擦るような動きに、ぞくっと甘い愉悦を感じてしまう。

「獣型だと、ただでさえ理性を抑えるのが難しいのに」

　クロヴィスがそう言ってナイトドレスの胸元に爪をひっかけると、薄い絹のドレスはやすやすと裂かれた。

「君の匂いはすぐに俺を狂わせる」

　露になった二つの乳房がたわわに揺れ、その一つに彼が吸いついた。

　噛むギリギリのところで牙を止め、薔薇色の乳嘴にざらついた舌を滑らせる。

「あぁん……っ」

　いつもと違う舌の感触にフェリシエンヌは身もだえた。彼の吐息が熱く、胸全体がすぐに火照ってくる。

　ちろちろと乳嘴を転がされ、甘い痺れに全身がぴくぴくと震えた。

「は……んっ、あ……っ」

「もう勃ち上がってきたよ。こんな姿でも感じてくれているんだ？」

　クロヴィスの声が少し明るくなった。

　反対側の乳嘴も同じように食べられる。はたから見たらそう表現するのが正しいように思えた。

　だが捕食される側のフェリシエンヌの顔には恐怖はなく、喉から漏れ出るのは切ない吐息だ。

　舌で嬲られている胸とは反対側の胸に彼の前足が乗せられ、濡れた乳嘴を肉球の間で揉みこまれる。

「ひぁ……っ、やだ……」

　圧し潰すように胸を転がされると、じんじんと甘い痺れが沸き起こって下腹部が切なく疼いた。

「あぁっ、殿下……！」

　硬く尖った乳嘴を扱くように舌が絡められ、きつく吸ったり、乳房全体を甘く食まれたりして、フェリシエンヌの腰がかくかくと勝手に動き出す。

「かわいい、フェリ。いやらしい匂いが濃くなってきた」

　交互に乳嘴を口に含みながら、クロヴィスは嬉しそうな声を上げる。

「あっ、だめ……っ、や……っ」

　びくびくと小刻みに体を揺らすフェリシエンヌに、とどめと言わんばかりに激しく水音を立てながら舌で舐め転がされた瞬間、彼女の肢体はぴんと硬直し、一拍を置いて弛緩した。

「ふ……ぁ……っ」

　快楽のるつぼに落とされ、頭の中が真っ白になる。重く深い絶頂感が全身を満たし、瞳には涙が滲んで彼の姿がぼやけた。

　脱力して言葉も紡げないフェリシエンヌは、乱れた息を整えようとするので精いっぱいだ。

「これだけで達ったの？　相手は人間じゃなくて狼なのに」

「姿は、人狼でも……殿下は殿下、です」

　顔を真っ赤にして、フェリシエンヌは消え入りそうな声で答えた。

「優しいな、フェリは。お礼にもっと気持ちよくしてあげる」

　そう言ってクロヴィスは、体をフェリシエンヌの足元にずらした。

「ねえ。自分で脚を開いて」

　恥ずかしいことを言われていると思っても、下腹部の奥の疼きを鎮めてくれるのは彼しかいないとわかっているから、従うしかなかった。

　膝を立てて、そろそろと体を開いていくと、くぱ、と濡れた花弁が開く。そこに熱い吐息がかかったかと思うと、ぺろりと舌で舐められた。

　やはり、ざらざらとした感触に腰が振れる。

「んぁ……っ」

「は──甘すぎて、おかしくなりそう」

　クロヴィスの仄暗い囁きとともに、舌の動きが激しくなった。

「ひゃ……っ、あぁっ、やぁん！」

　ぴちゃぴちゃとミルクでも飲むように上下に舌が這う。ざらついた舌が秘花をまくり上げ、溢れてくる蜜を一滴残らず舐め取っていった。それでも新たな雫がどんどん垂れてきて、クロヴィスの長い舌がそこへつぷりと押し込まれた。

　熱くぬめったものが蜜襞を舐め上げる。

「はぁ……あぁっ……」

　人間のものよりも長く幅広い舌は、いつもよりも奥へ進んできて、あろうことか最奥まで届いてしまった。

　ぞろりと奥の媚肉を擦られて、フェリシエンヌは背中をのけぞらせ、甘い愉悦を逃がそうと耐えた。

　だが、彼が奥まで舌を入れているので、鼻先がちょうど秘花に埋もれている秘粒に当たり、そこからも同時に快感が押し寄せ、全身から汗が噴き出してきた。

「やぁ……っ、そんなに奥まで舐めないでぇ」

　剛直で衝かれるのとは違う最奥へのじれったい愉悦が、再びフェリシエンヌを絶頂へと押し上げようとしている。

　しかしクロヴィスは聞いていないのか、夢中でフェリシエンヌの秘所に顔を押しつけてくる。綺麗な毛並みが彼女の愛蜜ですっかり濡れそぼってしまっているが、そんなことはお構いなしだ。

「フェリ。そこも自分で見せてよ」

　クロヴィスがふいに顔を上げた。おもむろに舌を抜かれた刺激であやうく官能を極めそうになったフェリシエンヌは、すっかり思考力が落ちていた。

「そこ……？」

　と問い返せば、クロヴィスが「うんと気持ちいいところだよ」と答える。

　自分から相手を誘うようなこと──とフェリシエンヌ思ったが、すでに体を開いている時点でそんなことは気にする必要はないかとぼんやりした頭で思い直す。

　そろそろと秘所に手を伸ばし、埋もれた秘粒が彼に見えるように薄い皮を剥いた。

「ああ。綺麗だ」

　ぺろんとひと舐めされただけで、全身にこれまで感じたことのないようなびりびりと強い愉悦が伝わる。

「ひっ、あっ、あぁっ……あっ」

　包み込むような舌の動きに翻弄されて、腰が勝手に揺れ動きだした。

　だんだん息が上がってきて、フェリシエンヌの口端から唾液が零れる。

「もっと乱れていいんだよ」

　クロヴィスが再び蜜口に舌をねじ込んできた。最奥まで舐め尽され、剝き出しの秘粒を鼻先でぐりぐりと擦られ、ついにフェリシエンヌは体をこわばらせ、びくんびくんと腰を震わせた。

　瞼の裏に火花が飛び、強烈な愉悦にめまいがした。それでも、彼は無心で彼女の最奥を舐め続ける。

「ふぁ……殿下……っ、もう、イってるのにぃ……っ」

　滂沱の涙を流しながら懇願するが、クロヴィスの舌戯は終わらない。

　敏感な秘粒を同時に責められているので、わずかな間ですぐに絶頂を迎えてしまう。

　果てのない喜悦に、フェリシエンヌの体はがくがくと震え、両足は限界までだらしなく開かれたままだった。

「ひぁぁ……っ」

　ずるっと勢いよく舌を抜かれると、その刺激で再び理性が飛び、蜜口から透明な雫がぴゅ、ぴゅっと噴き出して彼の顔やシーツを淫らに濡らした。

「これだけ達けば、中もほぐれたよね？」

　それを聞いたフェリシエンヌは十分すぎるくらいだと思ったが、息が上がって言葉を紡げない。

　ふいにクロヴィスのたくましい前足が伸びてきて、彼女の体をごろんと腹ばいにしてきた。

「腰だけ上げて」

　シーツの海に沈んだ彼女は、クロヴィスにお尻を突き出すような格好になったが、ランプの明かりしかないので、自分が卑猥な体勢をとっていることに羞恥心があまりなかった。

「ここまで来たら、もう逃げられないよ」

「逃げるなんて──」

　そんなつもりは毛頭もない、と思った刹那、ずぷ、と熱塊が蜜口に押し当てられた。

「えっ……や、ま、待って……なんか」

　さらに、ずぷずぷと剛直が奥へ入ってくるのだが、その存在感はいつもの比ではなかった。男性器の大きさは体格に比例するそうだが、今のクロヴィスは人間よりも一回りも大きい。つまり、それも普段より増しているということになる。

　暗がりだったからよく見ていなかったが、これは予想外だった。

「や……無理……おっきい……」

　蜜口はぎりぎりまで引き伸ばされ、まるで初めての時のようにひりついている。

　しかも、なんだか蜜襞を押し拡げる形状は歪で、ぼこぼこと瘤のようなものに不規則に擦られているようだ。

「獣人が醜いって言われるのは、『ここ』の形が禍々しいからだとも言われているんだけど、それは知っていたかな？」

　腰を進めながら言う彼の声に、フェリシエンヌは必死で大きく首を横に振る。

「人間とは違う見た目をしているから気持ち悪いそうだよ。でもフェリは狼の姿も好きって言ってくれたよね？」

　クロヴィスは薄く笑う。

　確かに言ったが、ここの大きさや形のことまでは知らなかった。

「いっぱい感じて。俺のことしか考えられないように」

　ずずん、と最奥まで穿たれて、熱い衝撃と蜜襞を擦られる甘美な愉悦に背中をのけぞらせる。

「あぁっ……！」

　あまりの圧迫感に内臓が押し上げられたようになり、息が苦しくなる。だが彼はそのままがつがつと抽送を始めた。

「ひぁぁ……っ、深いとこ……だめっ」

　淫筒を余すところなく擦り上げられ、最奥を何度も穿たれる。

　熱塊が、どちゅんと激しく子宮口にぶつかる度に鮮烈な快感が弾けるように生まれて、フェリシエンヌは喜悦の声を上げた。

「すごい……硬い……いいっ、あっ、あ、あぁっ」

　ぎちぎちと強引に隘路を拡げられているのに、歪で石のような瘤がちょうど敏感な箇所に当たって、言葉にできないほどの愉悦を生み出す。

　前足で腰の辺りを押さえつけられ、どこにも逃げ場はなく、フェリシエンヌは唇を唾液で濡らしながら喘ぎ続けた。

「こんな、激しいの……壊れちゃう……っ」

　いやいやと首を横に振りながらも、媚肉は嬉々として彼を咥え込んで離さない。

　フェリシエンヌの薄い腹は、彼の動きに合わせて歪に膨らむが、行為に夢中になっている彼女自身がそのことに気づくことはできなかった。

　抉られる快感に全身が戦慄き、ずちゅずちゅと抜き差しされる熱杭が、溢れる蜜をシーツにまき散らす。

「壊れていいよ。好きなだけ啼けばいい」

　クロヴィスはフェリの背中に乗ると、うなじに甘く歯を立てて、舌を這わせた。

　ぞくぞくと痺れるような媚悦に、フェリシエンヌの蜜襞が歪な塊に絡みつく。その塊が中をかき混ぜるようにぐりぐりと押し回すように動いた。

「ひぅ……っ、だめ、それ、あっ、あぁ……っ」

　ねっとりとした愉悦の波が指先まで覆っていくようだった。

　ふわふわの毛並みが汗ばんだ背中に触れて、なぜかそれにすら感じ入ってしまい、淫らに腰が揺れる。

　獣人の何が気持ち悪いのというのだろう。こんなに美しくて、愛おしい存在はどこを探してもいないというのに。

　心も体も満たしてくれるのはクロヴィスだけだ。

「あ、あぁ、気持ちいい、クロヴィス殿下……っ」

　歪な瘤が内側から秘粒の部分を何度も押してくるので、びくびくと媚肉が震えた。

　もう何度達しているのかわからないほど、絶頂を味わっている。太腿は自分の蜜でびしょびしょに濡れ、シーツにも大きなシミが広がっていく。

「フェリ。俺も悦いよ。君の乱れる姿がたまらなく愛しい」

　耳元で妖しく囁かれ、半分意識が朦朧としてきたフェリシエンヌは嬌声を上げた。それが答えだった。

「フェリがこの姿が好きだって言ってくれて嬉しい。これからは隠さなくていいんだね」

　ずずっと媚肉を引き攣らせて、熱杭をぎりぎりまで引き抜いたクロヴィスは、勢いよく最奥を抉った。

「ああぁ……っ！」

　瘤の一部がどこか敏感な場所を擦り上げたらしく、彼女の腰が大きく跳ね、じょわ、と蜜が結合部から溢れた。

「ここが悦いの？」

　クロヴィスは狙いを定め、フェリシエンヌの腰をがっちりと押さえつけると、さきほど彼女が感じた部分をこそげるように擦り上げてきた。

「やあぁ……っ、また出ちゃう……っ、我慢できない……っ」

　むずむずとした快感が腹の中に溜まってきて、今にも爆発してしまいそうで体が震える。

「我慢しなくていい。フェリも全部さらけ出してよ」

　すんでのところで耐えている彼女を追い詰めるように、クロヴィスは抽送を速めた。

「あぁん、だめ……気持ちいいっ、奥熱いの……！」

　これ以上ないほどの愉悦が脳芯を焼き切り、目の前の快楽以外何も感じられなくなる。

　シーツをぐしゃぐしゃにつかみながら、悶えるしかできなかった。

「フェリ。自分からそんなに腰を振るなんて……いやらしすぎて興奮する」

　くらくらと眩暈がしそうなほど甘いかすれ声が耳に滑り込んでくる。

「ふ──あ、ああぁぁ……っ、あぁん！」

　ありえないほどの太さの剛直に貫かれたままだというのに、その結合部から大量の愛蜜が噴き出した。まるで水浴びでもしたかのように太腿がびしょびしょに濡れていたが、それを恥じる余裕はない。

　妖しく蠢動する蜜襞を擦り上げた剛直が脈打ったかと思うと、最奥に向かって雄の劣情がまき散らされた。クロヴィスが低くうなる度に、びゅくびゅくと熱い飛沫が何度も放たれる。

　目も眩むような快感が、身も心も満たしていき、フェリシエンヌはしばらくの間、息を整えながら多幸感に浸っていた。

　ひくひくと名残惜しそうに蜜襞がうねり、絶頂の余韻を伝えてくる。ふいに、その中を埋めていた剛直が引き抜かれ、クロヴィスの重みが消えた。

　不思議に思い、重怠い上体をひねって後ろを振り向いたフェリシエンヌは目を瞠った。

「殿下……？」

　人間の姿に戻っているクロヴィスを見て、のろのろと起き上がる。

「満月の夜はどうしたって戻れなかったのに……」

　クロヴィスも驚いているのか、自分の両掌を見つめ、それから汗で額にはりついた前髪をかき上げた。

「俺にとっての万能薬はフェリなのかも」

　泣きそうな顔で笑ったクロヴィスは、フェリシエンヌを抱きしめた。

「フェリ！　大好きだよ」

「クロヴィス殿下。ずっとそばにいますからね」

　彼の重荷を一つ下ろせた気がして安堵したフェリシエンヌは、彼の温かい腕の中で微笑んだ。





※






　それから数日が経った頃、離宮に一人の侍女がやってきた。

「フェリシエンヌさま。本日は王都へ息抜きにおいでになりませんか？」

　彼女はフェリシエンヌとアズールへ、にこりと笑いかける。

　侍女は初めて見る顔だったが、離宮へ入る許可を得ているということは、事情を知っている側なのだろう。

「でも──」

「行きたい、お外！」

　特に困っていることはないと言おうとしたのだが、アズールがぴょんとソファから立ち上がって目を輝かせてきた。

　好奇心旺盛な年頃だ、そのうち言い出すのではないかと思ったが、向こうから機会がやってきた。それに飛びつかないはずがない。

（ここ最近は薬が効いていれば獣化することはないし、予備の薬を持ち歩けば大丈夫かしら？）

　少しくらいの時間なら、外の様子を見ておくのもいいかもしれない。

「ではクロヴィス殿下に声をかけてくるわ」

「いえ。これはクロヴィス殿下のご提案なのです。国王陛下からも許可を得ているとのことで、問題はないそうですよ」

　侍女の言葉にフェリシエンヌは嬉しくなった。

　公務で忙しい日は夜まで会えないこともある。時間を持て余すことも正直あった。彼なりの気遣いなのかもしれない。

「それなら、安心ね」

「ええ。馬車を用意してありますので、どうぞこちらへ」

　王都は王宮から少し離れた場所にあるものの、歩いていけない距離ではない。だが貴族ともなればちょっとの距離でも馬車を使う。

　申し訳ない気持ちもあったが、アズールが途中で歩けなくなるのも心配なので、好意に甘えることにした。

　簡単に支度をして王宮を出ると、久しぶりの広い空に気持ちが高まる。

「では、参りましょうか」

　侍女に促されて馬車に乗り込むと、車輪が軽快な音を立てて進みだした。

　やがて王都を囲む外壁が見えてきて、すんなりとそこを通過した馬車は賑やかな大通りを軽快に走っていく。

　アズールはカーテンの隙間から見える町の景色に無邪気に声を上げて喜んでいた。初めは息子の笑顔を微笑ましく見守っていたが、御者が一向に手綱を緩めない様子に、フェリシエンヌは徐々に違和感を覚える。

「ねえ。王都のどこまで行くの？　広場はとっくに通り過ぎたし、このままだと外れまで行ってしまうわ」

　フェリシエンヌは向かいに腰かけている侍女に尋ねた。すると彼女はふっと笑った。

「さすが平民ね。宮殿よりも市中の方が詳しいというわけ」

　突如冷たい目を向けてきた侍女に、フェリシエンヌは身を固くして隣に座るアズールの肩を抱いた。

「あ、あなた、誰？」

　警戒の色を濃くして尋ねれば、彼女は薄く笑った。

「どうせ二度と会うことはないのだから教えてあげるわ。私はアミラ・ドラノエ。クロヴィス殿下の妃と結婚する……はずだった」

　女は唇をぎりっと噛む。

　その様子を見て、アズールがフェリシエンヌの服にしがみついてきた。

（ドラノエという名前は聞いたことがあるわ。たしか外交大臣の……）

　クロヴィスには複数の縁談が過去にあったと聞いている。最有力候補はドラノエ公爵の一人娘という話もおぼろげながら記憶の片隅にあった。

　大臣の娘ならば、離宮まで何か理由をつければ入ることは可能かもしれない。

　おそらく王都へ息抜きに行くというのは嘘だろう。そうしてフェリシエンヌとアズールを外へおびき出し、王宮へ帰れないようにするつもりなのだろうか。

「息抜きは必要ないわ。やっぱり帰らせて」

　フェリシエンヌがきっぱりと首を横に振ると、アミラは不遜な笑みを浮かべた。

「堪はいいようね。でももう遅いわ」

　何が、と聞く隙は与えられなかった。

　突然、後ろから目元を布で覆われ、口に何かをかまされた。叫びたくても頭の後ろできつく結び目を作られ、手足を固定されてしまう。相手はアミラの他に、複数人が馬車になりを潜めていたらしい。

　アズールも同じように隣でもぞもぞと動いていたが、フェリシエンヌと同じように縛り上げられているようだ。

　心臓がうるさいほどいやな音を立てている。冷汗が背中を伝い、なんとか縄を緩めようと動くが、もがけばもがくほど縄が皮膚に食い込んでしまう。

「それじゃあ、さようなら」

　顔の前にふわっと甘く香るものがかかった。何か香を炊いたような空気を吸い込んでから、ぐらりとめまいを感じた。

（何、これ……）

　ぐるぐると目が回るような気持ち悪さを感じたフェリシエンヌの意識は、息子を守らなければと思いつつ、そこでふつりと途絶えた。





※






　長い夢を見ていたような気がする。とても幸せな夢だった。

　愛する人と結ばれて、再会してからもたっぷりの愛情を注がれて、これからもっと彼を支えていきたいと思った矢先──。

　耳に、ちゃぷりと水音が聞こえて、フェリシエンヌは暗い意識の中から浮上した。

　視界に入ってきたのは木の床だ。いつのまにか目隠しと猿ぐつわははずれていたが、手足はきつく縛られたままだ。

　ぐらぐらと床が揺れているような気がして、頭が痛んだ。めまいが続いているのかと思ったが、どうやら絶えず聞こえてくる水音と、どこかから聞こえてくる海鳥の声に、ここが船の中だと見当がつく。

　押し殺したようなすすり泣き声が近くで聞こえ、ハッと頭をもたげると、フェリシエンヌの他にも女性が四、五人いるようだ。

　腕にぬくもりを感じて視線を動かすと、そこにはアズールが身を寄せている。目は閉じているが、肩が上下しているので眠っているだけのようだ。

「ねえ、あなたたちはどうしてここにいるの？」

　フェリシエンヌが彼女たちに声をかけると、一様におびえた表情になって首を大きく横に振ってきた。

「大きな声を出さないで。あいつらに聞こえちゃうから」

　女性の一人が、ひそひそと届くか届かないかの声量で伝えてくる。

「あいつらって？」

　同じように声を潜め、フェリシエンヌは問い返した。

「海賊。これは密輸船なの。私たちもあなたも海の向こうに売られるのよ」

　その女性が言うと、それを聞いていた他の女性が顔を伏せて泣き声を押し殺す。

「そんな……！　もう出航しているの？」

「まだ港にいると思うわ。積み荷を売り捌いて、新しいものを仕入れるんですって。その時に私たちも攫ってこられたの。借金のカタに売られた子もいるわ。あなたも攫われてきたの？」

「え、ええ……」

　ここへだまして連れてきたアミラの顔が浮かび、次いでクロヴィスの顔が浮かんだ。

　正直に話してもいいものか迷って、曖昧に言葉を濁す。

「ここから逃げられないの？　大声を出せば外の人が気づいて衛兵を呼んでくれるんじゃない？」

「だめよ。船の上に見張りがいるらしいわ。騒いだりしたら、ひどい目に遭わされちゃうに決まってる」

　女性の話す通り、助けを呼ぶことで海賊の神経を逆なでしたら、ただでは済まないだろう。自分も困るが、アズールだけは絶対に傷つけさせたくない。

　だが、このまま海の向こうへ連れていかれたら、もう二度とこの国には戻ってこられないかもしれない。

「母上……？」

　フェリシエンヌが悩んでいると、すぐそばでもぞもぞとアズールが動く気配がした。そちらに顔を向けると、眉をしかめながら瞼を震わせて目を開ける我が子と目が合う。

　意識が戻った途端、彼は体の自由が利かないことに気づいて、顔色を失った。

「なんで？　もしかして……ぼくがお外に行きたいって言ったから？　ごめんなさい、ごめんなさい……」

　大粒の涙をこぼしながら繰り返し何度も謝る息子を、抱きしめてあげたかった。しかし手首は背中できつく縛られているのでどうすることもできず、胸が痛んだ。

　一緒に泣き出したいのを堪え、フェリシエンヌは懸命にこの場を切り抜ける方法を考える。

「アズール。よく聞いて」

　一つだけ、可能性があることに気づいたフェリシエンヌは、真剣な表情でアズールを見つめた。それは幼い我が子には酷なことかもしれない。

　アズールの顔にクロヴィスの面影を重ね、切なく胸が痛んだ。

（こんなことになるなら、村で静かに暮らしていた方がアズールにとってはよかったのかも……）

　だが、フェリシエンヌは小さく首を横に振った。

「あのね、アズール。自分で狼の姿に戻れる？」

「わ、わかんない」

　ぐすっと鼻をすすりながらアズールは大きな瞳で見つめてくる。その青い色は本当にクロヴィスそっくりで、フェリシエンヌは胸が熱くなった。

「できたらでいいわ。狼の姿になれば体形が変わる。その時に縄は解けるはず。そうしたらお父様のところまでいって、助けを求めてほしいの」

　フェリシエンヌはゆっくりとかみ砕くように話すと、息子を安心させるように柔らかく微笑んだ。

　アズールは、泣きそうな顔で口をパクパクさせたが、母の言うことを理解して決心したらしく小さく頷いて目を閉じた。意識を集中しているらしい。成人すると自分の意志で獣化することは可能らしいが、子供のうちは難しいのだ。

　それでも時間をかけ、アズールは狼の姿に変化し始める。

　体が光って溶けるように体形が崩れると、縄が緩んだ。その隙を滑るように手足を抜いたアズールはたちまち小さな狼の姿になる。

「きゃっ、獣人なの？　その子」

　その様子を見ていた女性たちが、驚いて目を丸くした。

「ええ。私の自慢の息子よ」

　フェリシエンヌはにっこりと、とびっきりの笑顔を見せた。

　その時、がたんと音がして、頭上から光が差し込んできた。

　船倉へ通じる扉が開かれたのだ。女性たちは慌てて眠ったふりをする。

「今よ」

　耳元で囁いたフェリシエンヌの合図で、アズールが階段を風のように駆け上がり、男たちの足元を潜り抜けていった。

「ん？　なんだ？」

「野良犬でも紛れていたんだろ？」

　男たちの濁声に体が震える。

（アズール。助けを呼べなくても、あなただけでも自由に）

　フェリシエンヌの目尻から涙が零れた。

　ぎしりと階段が軋み、男たちが下りてくる。

「なあ、どうせ向こうで売っちまうんだ。少しくらい味見したっていいよな？」

「生娘じゃないと高く売れないぜ」

「だったら、さっき買い取った女なんかいいんじゃねえか？　子連れだったってことは、もう生娘じゃないだろう？」

　子連れ、と聞こえた気がしてフェリシエンヌは周囲に視線を走らせるが、アズール以外に子供の姿はない。

（まさか、さっき買い取った子連れの女って、私……？）

　フェリシエンヌの心臓が大きく跳ねた。

　男たちの足音が近づいてくる。大声を上げれば誰かが気づいてくれるかもしれない。だが、届かなかったら──？

　騒いだ罰として、フェリシエンヌだけが折檻されるだけならまだ耐えられる。だが、他の若い娘たちを巻き添えにはできない。

　男の一人が、しゃがんでフェリシエンヌの顔を覗き込んでくる。

　ぐっと唇を引き結んで、覚悟を決めたその時、「おおい」と上から別の男の声がした。

「今日は臨時収入があったから、もう少し酒場で楽しんでから出発するってお頭がー」

「ちぇっ。まあ、いいか。こっちはあとで楽しむとするか」

　脂臭い息が頬にかかり、顔を逸らしたい気持ちでいっぱいだったがなんとか堪えた。

　男たちが船倉を去り、再び扉は固く閉じられた。

　酒盛りをして戻ってくるのはいつ頃だろう。

　アズールはどこまで行けただろうか。

　そもそもここがどこの町なのかわからないのに、一人で行かせてよかったのか。

　ぐるぐると思考は堂々巡りで、フェリシエンヌは波に揺られているのか、頭の中が安定しないのかわからなくなってきた。




　それから、どれくらいの時間が経っただろうか。手足が痺れて感覚はとうにない。

　男たちが戻ってきたのか、さきほどよりも大人数の足音が頭上で聞こえる。

　出発するぞ、という声も耳に入ってきて、フェリシエンヌは静かにため息をついた。

（どうか、クロヴィス殿下だけでもアズールのそばにいてあげて……）

　頬を伝う涙をぬぐってくれる人はここにはいない。

　あきらめかけたその時、外から「なんだ、あれは！」という男の叫び声が聞こえてきた。

「早く船を出せ！」

「錨を上げ──」

　叫んだ男の言葉が悲鳴に変わり、どたんと何かが倒れる派手な音が船底を揺らした。

「狼だ！　かなりでかい！」

　男の怒鳴り声に、フェリシエンヌはハッと顔を上げた。

「ここにさらった女性たちがいるはずだ！　全員返してもらうぞ！」

　その声は、間違いなく会いたかった人──クロヴィスのものだ。

「喋った!?　獣人か！　俺らと同じ底辺のくせに英雄気取りかよ！」

　せせら笑った男が短い悲鳴を上げ、すぐに何かが壊れるような激しい音が響いた。

　船倉の女性たちはすっかりおびえて、隅に身を寄せ合っている。

「フェリシエンヌは……っ、攫った人たちはどこだ!?」

　再びクロヴィスが声を荒げる。

「わ……私はここにいます！」

　フェリシエンヌはあらん限りの声を振り絞った。女性たちも一縷の望みをかけて「助けて！」と口々に大きな声を上げる。

　すると、すぐに扉が破られ、傾きかけた西日を背に、銀色の狼の姿をしたクロヴィスが跳躍して床に降り立った。

　それを見た女性たちが、一斉に「狼！」、「ちがう、獣人だわ！」と各々悲鳴を上げる。

「フェリ！　怪我は？」

　薄暗い船倉の中で、クロヴィスはすぐさまフェリシエンヌの方へ青い瞳を向けてきた。

　彼は他人の悲鳴にも慣れているのか、女性たちを一切気にする素振りも見せず、フェリシエンヌの体を縛っている縄の結び目を器用に牙で噛みちぎった。

「なんとか大丈夫です……」

　ジンジンと痺れて思うように動かせないのがもどかしい。本当なら今すぐ彼に抱きつきたいのに。

「アズールには会いましたか？」

「ああ。宮殿まで呼びに来てくれたよ。今は離宮で休んでいる。守ると言っておきながらこんな目に遭わせてしまってごめん。すぐに片をつけるから」

　そう言ってクロヴィスは身をひるがえすと、まだ上に残っている海賊たちを伏せていった。

　アズールは王宮まで駆けて行ったのだ。どれくらいの距離があったのかわからないが、とても頑張ったのだろう。

「海に逃げろ！」

　と、船の上の方から喚き声がして、ざばんと水に飛び込む音がしたが、別の悲鳴が聞こえてきた。

「衛兵たちがこっちに来るぞ！」

「あんな大人数見たことねえ！」

「あれは……王宮の親衛隊の徽章だぞ！　なんでこんな所に!?」

　完全に統率の取れなくなった彼らは、たちまち騎兵隊に捕らえられていった。

　騒ぎを聞きつけた町の人々が港に集まってくる。

　フェリシエンヌはよろよろと立ち上がると、手すりにつかまって必死に甲板へ出た。

　もう日が落ちそうだったが、燃えるような陽光がクロヴィスの銀の毛並みを染めていた。

「な、なんなんだ、おまえは……」

　海賊の船長らしきひげ面の男が、騎兵隊に拘束されながらクロヴィスをねめつける。

「私はこの国の王太子、クロヴィス・シャルル・リュクサンド。私の国で勝手な真似は許さない！」

　クロヴィスが狼の姿で名乗ると、野次馬の中からどよめきが起こった。

「あれが……王太子殿下？」

「どう見ても獣人よ！」

「王族から獣人だと？　今まで隠してきたのか？」

「野蛮な……」

「信じられないわ」

　人々は口々に戸惑いの心情を吐露する。

　だが、王宮騎兵隊に指示できるのは、王家の人間だけだ。クロヴィスがてきぱきと彼らに海賊の身柄や密輸品について指示を飛ばしているのを見て、ようやく納得したらしかった。

「クロヴィス殿下……私のせいで……」

　声を震わせ、やっとの思いで甲板に立つフェリシエンヌのもとへ、クロヴィスがしっかりとした足取りで近づいてくる。

　アズールに助けを呼ぶように話したが、まさか王宮まで行くことができたとは。

　感心すると同時に、それがクロヴィスの秘密を暴くようになってしまって、取り返しのつかない事態にフェリシエンヌは膝をつきクロヴィスの柔らかな毛並みを抱きしめた。

「いや、いい機会だ。俺はもう逃げたり隠れたりしない。この姿でも好きだと言ってくれる君がいるから。前を向いていこうと決めたんだ」

　クロヴィスはフェリシエンヌに鼻を擦り寄せた。

「殿下……」

　フェリシエンヌは顔を上げて彼の口元に唇を寄せると、ゆっくりと立ち上がり、船から桟橋に移った。

「ご覧いただいたように、クロヴィス殿下は獣人です。でも、人を傷つけることはしていません。むしろ、こわがりで、心配性で、ちょっと甘えん坊な……」

「フェリ。いつのことを言っているんだよ？」

　後ろから不満そうなクロヴィスの声が聞こえてきて、彼女は振り返ると、ふふと懐かしそうに笑う。

「すべての獣人が悪ではないと、知ってほしいです。偏見をなくしていただけませんか？　悩み、傷つくのは、人間も獣人も、誰でも同じなんです！」

　フェリシエンヌが再び前を向いて声に力を籠めると、人々は互いに顔を見合わせる。

「ああ……そうだ。街道の整備は王太子殿下の提案だと聞いた。あれでうちの店は売り上げが上がった」

「孤児院育ちの立派な騎士様が、町に立つようになってから夜盗が減った。あれも殿下の仕事だそうだ」

「そういえば、うちの近所の獣人も根はいいやつで……」

　それぞれが獣人のいいところを話し出し、雑談は喧騒に、笑い声に、明るい雰囲気に変わっていった。

「あの……助けていただいて本当にありがとうございました」

　背後から女性の声がして振り向くと、船倉から救出された女性たちが衛兵に連れられ、涙ぐんでクロヴィスに頭を下げていた。

「あなたの機転のおかげで助かったわ。息子さんの方は大丈夫なの？」

　女性の一人に聞かれたので、フェリシエンヌは大きく頷いた。

「あの子が父親に助けを求めてくれたの」

「父親？」

「クロヴィス殿下よ」

「えっ……ということは、母親のあなたは……幻の王太子妃殿下……!?　どうしてそんな人が誘拐なんて！」

　女性は素っ頓狂な声を上げる。

「本当に実在していたのね！」

　どうやら、五年間姿を見せなかったミステリアスな妃、という噂が立っているらしい。

　フェリシエンヌは人々の声に、苦笑いを浮かべた。

「フェリ。そのことだけど、アズールからあの女の名前を聞いたよ。あとでドラノエ公爵には大臣の罷免を命ずる」

「で、でも、あれはアミラが勝手にしたことでは……」

「どうせ地位目当てだ、父親も同罪だよ」

　クロヴィスは冷たく言い放つ。




　それから帰りの馬車の中で、クロヴィスは獣化抑制剤を口にし、人間の姿に戻った。

「アズールは、黒豹の獣人の背に掴まって宮殿に駆け込んできたらしいんだ。まだ子供だから足の裏が柔らかくて擦り切れて血が出ていた」

　衣服を身につけながらクロヴィスはその時の光景を思い出しているのか痛々しそうに眉をひそめる。

「ああ、申し訳ありません。私のせいですね」

　幼い我が子に無理をさせてしまったことを悔いて、フェリシエンヌは俯いた。

「やむを得なかったんだろう？　自分を責めないで。途中で、痛みで走れなくなったみたいでね、その様子を見かねた獣人が背に乗せてやってきてくれたんだ。豹獣人の足は世界一速いからね」

　落ち込むフェリシエンヌの肩を優しく抱き寄せ、クロヴィスが柔らかく笑う。

「本当に、その方にも感謝しなければいけませんね」

「ああ、あとで褒章を与えようと思う。それと……狼の姿のアズールを追い出さずに抱きかかえてくれたのは……母上なんだ」

　クロヴィスはためらいがちに言葉を繋いだ。

「そうなのですか？」

　フェリシエンヌは驚いて顔を上げる。そこには複雑な笑みを浮かべるクロヴィスの顔があった。

「アズールは母上にすっかり懐いていたんだね。君から様子は聞いてはいたけれど、あんなにくっついて離れないほどとは思わなかった。特に母上はすぐにアズールの手当てを指示し、涙さえ浮かべていた」

　クロヴィスはそこで小さく息をつく。

「それで俺は母上にアズールを預けても大丈夫だと判断して、一刻も早く君を助けるために、その場で獣化して豹獣人に道案内してもらったんだ。国自慢の騎兵隊よりも先についただろう？」

「それじゃあ……その姿はこの町だけでなく王宮の方々にも……」

　何十年も王族が秘匿してきたことを、フェリシエンヌを助けるために暴露してしまったのだ。

　批判や偏見を恐れずに駆けつけてくれた、クロヴィスのまっすぐな心より澄んだものがこの世にあるだろうか。秘密が明らかになったことでまた彼が傷ついたら、なんと申し開きをしたらいいのかわからない。

「まあ。父上が頭を抱えていたのは確認できたよ。すごく胸がスカッとしたな」

　そんな彼女の心配を払しょくするように、クロヴィスがおかしそうに笑った。

「だから、フェリ。君は何も悪くない。無事でいてくれて本当によかった」

「殿下のおかげです……」

「俺は真実を明かしたことを後悔していない。だからずっと俺のそばにいて」

　晴れ渡る青空の様に澄んだ瞳が細められているのを見て、フェリシエンヌも徐々に顔をほころばせた。




　離宮に戻ったフェリシエンヌとクロヴィスは、寝室で休んでいるアズールのもとへ向かった。

「無事だったのね。よかったわ、フェリシエンヌ」

　王妃はベッドからそっと立ち上がると、フェリシエンヌを抱きしめた。

「それに……」

　ふっと力を抜いて、王妃はクロヴィスへ遠慮がちに視線を投げる。

「クロヴィス。あなたも、怪我がなくてよかった」

　ためらいがちに手を伸ばし、おそるおそる彼を抱きしめる。

　クロヴィスは腕を下げたまま、黙っていたものの、少しだけ嬉しそうに目元を赤らめていた。

「ごめんなさい。謝って済むことではないけれど……」

　王妃が声を震わせ、言いよどむ。口を開きかけてはうまく言葉にできない母親の様子に、じっと耳を傾けていたクロヴィスが微かに頬を緩め、瞳に涙を滲ませた。それを飲み込むようにゆっくりと目を閉じる。

「……また、あのおいしい菓子を持ってきてください」

　ぽつりと、赦すようにクロヴィスが呟くように言った。

　その言葉だけで王妃の瞳には透明な雫が膨れ上がり、「年を取ると涙もろくてごめんなさい」と、すすり泣く。その震える背中をクロヴィスがぎこちなく、だが優しく撫でていた。

「アズールはよく眠っているわ。そばにいてあげて」

　ひとしきり泣いた涙を流した後、クロヴィスからそっと腕を解いた王妃は、そう言って本宮殿へ戻っていった。

「ありがとうございました」

　フェリシエンヌとクロヴィスは王妃に頭を下げる。それから、そっとベッドのそばに膝をつく。

「本当にぐっすり眠っていますね。よかった」

　まだ狼の姿の幼い息子は静かに寝息を立てていた。

「ああ。もう二度と君たちを泣かせたりしないから」

　クロヴィスフェリシエンヌの肩を抱き、唇を寄せてきた。惹きつけ合うようにフェリシエンヌが自身の唇で触れようとした時だった。

「父上と母上、ずっとなかよし……」

　むにゃむにゃと甘えるような声がして、二人は目を丸くしてベッドの方を向いた。

　アズールは口元をほころばせて、すやすやと眠っている。

「幸せな夢を見ているみたいですね」

　フェリシエンヌがくすっと笑った。

「夢は、現実でも叶えるよ」

　クロヴィスはそう言って微笑み返すと、そっと口づけてくる。

　甘く柔らかな温もりと深い愛に包まれて、夜は穏やかに更けていった。







エピローグ








　それから三か月後──。

　秘密を破ってでも、愛する妻を救いたい──クロヴィスの決死の姿は市井の人々にそう映ったようだと、臣下から報告を受けた。王宮内にはまだ獣人に対する抵抗感がある者もいるようだが、大半はクロヴィスの公務に対する真摯な態度や家族を大切にする優しい姿勢から肯定的に受け止めてくれたらしく、フェリシエンヌはホッとした。

　獣人とはいっても普通の人間と変わらない、むしろ、それ以上に愛情の深い人物なのだと今回の件で世間に知れ渡ったのだ。

　また、窮地から突破口を見出す勇気あるフェリシエンヌの姿が、あの時一緒に捕まっていた女性たちの口からたちまち伝播していって、憧れの女性像として語り継がれることになる。

　獣人でも、平民でも関係ない。深い愛と絆が道を繋いでいくのだと。




　リュクサンド国では建国祭の真っ最中だった。

　王宮では晩餐会が行われ、多くの貴族たちが美しい王太子と、彼に負けないほどの魅力に溢れた妃の姿に見惚れた。

　獣人であることが発覚してからも、国王が恐れていたほどの反響は少なく、王はホッとしているようだった。もちろんそれはクロヴィス自身の努力の賜物なのだが。

　数日続く祭りの中で、フェリシエンヌたちも王都へ祭りを見物に行くことになった。

　アズールを真ん中にして、それぞれフェリシエンヌとクロヴィスが手を繋いで町を歩く。

「あれぇ、あのひとも獣人なの？」

　アズールが明るい声を上げる。その目線を辿ると、向こうにたしかに三角の耳をはやした女性がいた。その隣の男性も同じような耳をつけている。

「そうねぇ？　でも、人数が多くないかしら？」

　フェリシエンヌが首をかしげると、向こうから三角の耳をぴょこぴょこと揺らしながら駆けてくる女性がいた。

「フェリシエンヌさま！」

　大きく手を振って近づいてくる女性は、見覚えがある。たしかあの海賊にさらわれそうになっていた女性の一人だ。

「あの時の……」

「覚えていてくださったんですか！　ありがとうございます！」

　女性は嬉しそうにぴょんと跳ねる。

「あなたも獣人……だったの？」

　フェリシエンヌは首をかしげた。

「あはは。これは今年の建国祭から着け始めた飾りです。ただの人間も獣人もお互いを知って仲良くなろうって、町のみんなで考えて作ったんですよ。けっこう似合っているでしょう？　フェリシエンヌさまもお一ついかがですか？」

　そう言って女性は、手提げの中から同じ耳の飾りを取り出した。

「ありがとう。どうかしら？」

　頭に飾りをつけると、女性は大きくうなずいた。

「すっごく似合っていますよ！　それじゃあ、お祭り楽しんでいってくださいね」

　そう言って彼女は立ち去り、他の見物客にも同様の飾りを配り歩いている。

「似合いますか？」

　ここには鏡がないので自分ではよくわからない。クロヴィスとアズールの方を向いて尋ねる。

「うん。すごくかわいい！」

　とびきりの笑顔で即答したのはアズールだった。

「……獣の姿なんて蔑まれるだけだと思っていたけど、フェリの姿を見たらアリな気がしてきた。今日一日それ着けていてよ」

　クロヴィスの晴天のような瞳の奥になんだか妖しい光が灯った気がしたが、気のせいだろうと、フェリシエンヌはにこりと微笑んで頷いた。

「はい。二人に気に入ってもらえて嬉しい」

「ぼくね……耳だけ出すのは得意なんだよ！」

　アズールが「うーん」と軽くうなると、耳の部分が光り、髪の毛の中に隠れたかと思うと、ぴょこんと銀の髪の毛の間からもふもふの三角耳が生えた。

「あら。そんなことできるの？　器用なのね」

　フェリシエンヌが、柔らかな耳を指先で撫でると、アズールはくすぐったそうに笑う。

「父上もできるでしょ？」

「え？　うん、こうだろう」

　クロヴィスが頭の上に意識をもっていくと、すぐに耳の位置が移動して同じく大きな三角の耳が生えた。

　それを見ても、町の人は驚かない。ほとんどの人が頭の上に飾りをつけているので、まったく違和感がないのだ。

　和気あいあいとした街の人々の様子を見て、本当によかったとフェリシエンヌは安堵した。

「何か食べようか？」

　甘じょっぱい香りに誘われて、三人はその格好のまま、屋台の並ぶ広場へ歩いて行った。

　おいしいものを食べたり、旅芸人の公演を見たり、存分に祭りを楽しんで離宮へ帰ってくると、アズールは二階のいつもの寝台の上で、例のごとく呼んでも揺すっても起きないくらい深い眠りについていた。

「フェリ……、終わったら、三人で寝ようか」

　その甘い囁き声に抗うことはできない。

　頬を淡く染めて素直に頷けば、彼に抱きかかえられて一階の寝室の天幕をくぐる。

「建国祭の準備でしばらく忙しかったからね」

「はい……」

　ベッドのそばのテーブルに頭の耳飾りを外しておこうと上げた腕を優しくつかまれた。

「殿下？」

「それ、着けたままにしてって言ったよね」

　時々クロヴィスは肌が粟立つほど、情欲に濡れた声で囁いてくる。ずるいと思いながらも、その美しいかんばせから紡がれる甘い声には逆らえない。

　耳飾りをつけたままそっとベッドに仰向けになったフェリシエンヌを、またぐようにおおいかぶさったクロヴィスがしのび笑った。

「かわいい。狼のつがいみたいだ」

　クロヴィスが身を屈め、フェリシエンヌにキスをする。それはすぐに深いものになった。

　フェリシエンヌの方もマナーのレッスンが佳境に入り、なかなか二人でゆっくり過ごす時間が取れずに、ずっと物足りない夜を過ごしていた。クロヴィスが公務で帰りが遅い時は、アズールを寝かしつけた後に密かに自分の体を慰めていた夜もあったくらいだ。

「んぅ……ふ……あぁ」

　舌を絡ませ、ぬるぬると擦り合えば、たちまち秘所に泉が湧く。

　これから行われる魅惑的な時間に、期待で胸が弾みだした。

　口腔の奥まで舌が這い、彼で満たされる。その間に耳飾り以外の身に着けているものを脱がされ、生まれたままの姿になる。仰向けでもしっかりと美しい形を保っている豊かな胸が零れた。

　やわやわと揉みしだかれ、つんと尖った乳嘴を扱かれる。

「あ……あぁっ」

　甘い痺れを感じるたびに、フェリシエンヌは紅の髪を揺らしながら身もだえた。

「甘くて、たまらない」

　ぱくりと胸を咥え込まれ、強く吸ったり弱く舐められたり、異なる刺激を次々に与えられて、白い肌が桃色に染まっていく。

「っあ、やっぱりクロヴィス殿下じゃないとだめ……」

　胸先を吸われ、優しく体の線を撫でられるだけで下腹部が熱くなり、腰が跳ねた。

「殿下がいない時……一人でもしてみたんですけど、全然足りなくて……」

　クロヴィスが欲しい。彼に愛されたい。そんな気持ちでいっぱいなって中途半端な刺激で終わるだけだった。だからこそ今夜が待ち遠しかった。

「フェリ……」

　濡れた乳嘴にかかる吐息すら腰の辺りを甘怠くさせる。

「は……はしたない、ですよね……すみません。今のは忘れて──」

　とんでもない告白をしてしまったのではと思ったフェリシエンヌは、顔を真っ赤にして目をぎゅっとつぶった。

　クロヴィスの体が自分から離れていく気配を感じ、呆れられたのかと不安になって、目をそっと眇めてみる。

「見せて」

「……え？」

「フェリが一人でするところ、見たいな」

　どろりと欲情を孕んだ瞳で微笑まれ、フェリシエンヌは目を瞠った。そして慌てて首を横に振る。

「そ……んなの、恥ずかしくて」

「じゃあ今夜はこのまま眠ろうか」

「うう……殿下のいじわる……」

　彼女がどれだけクロヴィスを欲しているのかわかっていて、そう言っているのだ。しかしながらすでに熱がこもった下腹部は、このままではまた気持ちの置き場がない。

　フェリシエンヌはクロヴィスから目を逸らして、自分の胸と秘所にそっと手を伸ばした。

　すでに尖りきった胸の頂きを触ると、じんと甘く痺れる。指先で潤んだ秘裂をなぞり、硬くなった花芽をくりくりと弄る。

「ん……っ」

　膝を軽く曲げ、太腿を擦り合わせながら指の腹でくにくにと花芽を擦り続けると、刺激から生まれた快感が蜜となって秘所をわずかに滲ませる。

　クロヴィスに触れられているのだと想像しながら手淫を繰り返すが、快感は鈍いまま、弾けるような喜悦はやってこない。

「もっと足を開いて」

　いつもフェリシエンヌの気持ちいい所をわかっている彼の言葉なら、それが正しいのだろう。

　導かれるままに、膝をしっかりたてて両足を左右にずらす。くちゅ、と秘裂が静かな水音を立てて開いた。さきほどよりも淫芽の位置がはっきりして、そこを指で摘まむと、今までよりも甘い愉悦がずくんと下腹部に落ちる。

「は──ぁ……」

　胸の頂きも同じように指で摘まむと、喉から切ない声が漏れた。

「さっきより濡れてきたね」

　彼の吐息が秘所にかかって、慌てて目を開けて視線をそちらに向けると、いつの間にか彼女の足の間を覗き込んでいた。

「や……そんなに近くで見ないでください……」

　あまりにも恥ずかしくなった体から、愉悦が抜けていってしまう。

「こわがらないで、もっと触ってごらん」

　クロヴィスの指がフェリシエンヌのものに重ねられ、一緒に愉悦に導いてくれる。

　薄い皮に包まれた淫芽を少し強く摘ままれ、再びきゅんと蜜壺が疼いた。途端にどろりと蜜が零れる。

「ほら、気持ちよくなってる」

　くすくすと楽しそうな笑い声にフェリシエンヌの瞳が潤んだ。

「そ、それは、クロヴィス殿下が手伝ってくれたから……」

「もっと中の方も弄ればいいのに」

　クロヴィスはそう言って蜜口に指を伸ばし、入り口に溜まった蜜を救い上げる。それから濡れた指を咥えると、じゅっと音を立てて舐め取った。

「も、もう……これ以上は……お願い……」

　クロヴィスに導かれて気持ちいいけれど、求めている愉悦までは達しない。目の前にいる彼が欲しくて我慢できずに、フェリシエンヌは潤んだ瞳で訴えた。

「何を、お願いするの？」

　からかうような意地の悪さと子供のような純粋な声色で問われて、胸が疼く。

「クロヴィス殿下に触られたいんです」

「俺じゃないとだめ？」

　念を押すように尋ねられ、フェリシエンヌは必死で頷いた。

「フェリのかわいい姿を見せてもらったから、お礼にいっぱい気持ちよくしてあげる」

　そう言ってクロヴィスは体を重ねると、フェリシエンヌの唇を奪った。

　蕩けるような口づけに胸を高鳴らせ、彼の舌戯を甘受する。

　それは唇だけでなく、胸や薄い腹の上、柔らかな太腿にも、そして潤んだ秘所にも落とされた。だが、どこも優しく触れるだけのキスで、フェリシエンヌの体の奥には熱がこもる一方だ。

「やぁ……っ、お願い、もっと、してほしいの……っ」

　全身は熱くなっているのに、ゆるい愉悦を逃がすことができなくて、涙声で懇願する。

「夜は長いんだよ？　言ったこと後悔しないでね」

　クロヴィスの切れ長の瞳が熱くぎらつき、苛烈な情欲を孕んだ。彼は体を屈ませるとフェリシエンヌの足の間に顔を埋めて舌を伸ばす。

「あぁ……っ」

　ぴちゃぴちゃと激しく蜜の泉をかき混ぜられ、フェリシエンヌはびくびくと体を震わせた。

　敏感な秘粒を器用に剥き出しにされ、貪るように吸いつかれれば、体の芯にかっと火が着いたようにさらに熱くなる。続けざまにしなやかな指が蜜口から入ってきて、中から秘粒の部分を擦り上げる。

「ひぁぁ……っ、気持ちいい……悦くなっちゃう……！」

　内側と外側の両方から同時に責められ、お預けを食らっていた体はたちまち快楽の波にのまれた。

「ふぁっ、あぁぁ……んっ」

　全身が小刻みに震えるとともに、蜜口から甘美な雫がほとばしる。

　フェリシエンヌは望んでいた喜悦に身を投じて、桃色に霞んだ意識にぼんやりと揺蕩った。

「かわいいフェリ。今度は俺と気持ちよくなろう？」

　そう言ってクロヴィスは衣服をもどかしげに脱いで床に放り投げ、下履きも下ろした。そこからぬっと飛び出した雄の象徴に、彼女の落ちかけた意識が一瞬で戻ってきた。

「で、殿下……それって……」

　フェリシエンヌはごくりと唾を飲み込んだ。

　歪で、瘤のある巨大な熱の塊は、先端から雫を垂らしながら凶暴な存在感を放っている。

「体の一部を獣化できるっていうのは、耳だけじゃないんだよ」

　まだ震えているフェリシエンヌの膝裏に手を当てて、彼が腰を進めてきた。

「や……、それ、大きすぎて……」

　あえかな抵抗もものともせず、ぬちゅ、と熱い先端が蜜口を押し拡げた。

「この前はすごい気持ちよさそうだったのに、フェリの表情が見えないのが心残りでさ。これなら君の反応を見ながらできるでしょ？」

　嬉しそうに笑う仄暗い笑みは、本能むき出しの獣性をはらんでいる。

　だが、それを見たフェリシエンヌの蜜窟は早くもうねりだし、最奥へ来てほしいと剛直を引きずり込もうとしていた。

　浅ましい獣は自分の方なのかもしれない、とフェリシエンヌは恥ずかしくなったものの、それはすぐに喜悦に塗り替えられていく。

「ひぃ……ぁっ」

　最奥まで届いた巨大な熱杭は、角度を変えて抽送を繰り返す。

　ごりごりとこそげるように蜜襞が擦られ、フェリシエンヌは何度も絶頂を味わった。灼けつくような喜悦の声が部屋中を満たす。

「あん……っ、クロヴィス殿下……、激しい……っ」

　視界ががくんがくんと揺れ、思考力が失われていった。ただ彼の動きに合わせて愉悦を拾い上げることしかできない。

「そろそろ、敬称抜きで呼んでくれると嬉しいんだけど？」

　クロヴィスは動きを緩めると、ぐっと腰を深めて、かき回すように先端を最奥に押しつけてきた。甘怠い媚悦に、フェリシエンヌは息を上げながら、蕩けた瞳で見つめ上げる。

「クロヴィス……？」

　名前だけを呼ぶと、彼との距離がさらに近くなって気がして、なんだかくすぐったい気持ちになる。だが、クロヴィスは思った以上に目を輝かせた。そんなに喜んでくれるのなら、もっと早くに呼んでおけばよかったと思った。

「クロヴィスが、好き」

　フェリシエンヌは潤んだ瞳を細める。

「ああ、フェリ！　もっと名前を呼んで。俺のことだけを見て」

　ぐぐっと深みを抉りながら、彼はフェリシエンヌの乳房に吸いついた。舌を絡ませて乳嘴を甘噛みされる。

「ふっ……あぁぁっ……」

　頭の芯まで蕩けてしまうような快感に、結合部からぐしゅっと蜜が噴き出した。

「クロヴィス……。クロヴィス……、大好き。あなたじゃないとだめ……っ」

　熱に浮かされたように名前を呼ぶと、クロヴィスは噛みつくように激しい抽送を始めた。

「あぁっ、壊れちゃう……っ、気持ちよすぎて、こわい……っ、ああぁっ」

　ぎちぎちと限界まで押し拡げられた蜜窟が、淫らな水音を立て続ける。

「フェリ、愛している。俺を一人にしないで」

　余裕のないかすれた声は甘くて狡猾で、フェリシエンヌの心をいつも鷲掴みにするから敵わない。

「私も……愛しているわ、クロヴィス。いつまでもそばにいるから」

　そう返せば、熱い胎の中で剛直がひときわ大きく脈打って膨張し、びゅくびゅくと飛沫が最奥へ放たれた。

　濃厚な雄の白濁は火傷しそうなほど熱く、蜜壺からじゅわりと溢れた愛蜜と溶け合う。

　深い絶頂に落とされ、目も眩むような鮮烈な愉悦が脳芯を貫いた。全身ががくがくと震え、甘く白い世界に意識が飛ばされそうになる。クロヴィスから離れたくなくて彼の首の後ろにしっかりと腕を回した。

「んっ……ふ……ぁっ」

　フェリシエンヌの蜜襞が貪欲に彼の熱杭に絡みつき、そのすべてを搾り取ろうとうごめき続ける。どろどろに熱くなった淫窟の中をかき混ぜられ、最奥に何度も残滓を吐き出された。一滴残らず子種を放った後も、名残惜しそうに中を擦り上げられ、その度にぴくんぴくんとフェリシエンヌの腰が小さく跳ねる。

「ああ、フェリ──」

　クロヴィスが熱を孕んだ吐息とともにフェリシエンヌの掌に自分の掌を重ね、指を絡めると、労わるような優しい口づけを交わした。

　この先、困難が起こってもこの人となら、この家族なら、この人が導く国なら、きっといい方向へ進む。

　そんな予感を抱いて、フェリシエンヌは潤んだ瞳でクロヴィスを見つめて微笑んだ。彼も同じように笑みを返す。

　幸せを胸に抱いて──。








了









あとがき








　こんにちは、宮みや永ながレンと申します。

　はじめましての方も二作目以降の方も、数ある作品の中から、こちらの作品をお手にとっていただけたこと、心から嬉しく思います。

　これを書いているのは新幹線の中。流れる車窓から見える景色に想いを馳せ、推しに会いに行ってきます。私の作品も、みなさまから推していただけるようなものになっていましたらこの上なく光栄です。

　さて、濃蜜ラブルージュＦ＋さんにて執筆させていただくのは今回で二作目なのですが、今回のキーワードはズバリ「獣人」です。

　ハーフものって大好きなんです。人と人ならざるものの両方を持っているが故の葛藤、そしてそれを乗り越えるほどの愛。

　燃えますよね？　萌えますよね？

　はい、私の性癖を詰め込みましたので、お楽しみいただけていることを祈ります。

　そして、表紙を担当してくださった浅あさ島じまヨシユキ先生には大変感謝しております。宮殿に飾られた肖像画ですか、というくらい幸せで美麗なイラストに惚れ惚れいたしました。重ねて厚くお礼申し上げます。

　最後に、制作に関わっていただいたみなさまに、改めましてこの場でお礼を申し上げたいと思います。

　読者のみなさま、またどこかでお会いできますように。






宮永レン










【著者紹介】

仙台在住。猫好き。

推し活が楽しいです。萌えと理想を作品に散りばめています。







濃蜜ラブルージュＦ＋

獣じゅう人じん殿でん下かのもとを去さったのに、見みつかって愛いとし子ごごと甘あまい溺でき愛あいに捕つかまりました
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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